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Compliance Accelerator の
概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator の主な機能

■ Compliance Accelerator クライアントについて

■ Compliance Accelerator クライアントを開く

■ Compliance Accelerator クライアントの使い方

Compliance Accelerator の主な機能
Compliance Accelerator を使って組織は従業員の通信を効率よく監視レビューし、確
実に規制内容を順守できます。

Compliance Accelerator の主な機能は次のとおりです。

■ 監視対象の従業員を定義し、会社内の部門を反映した組織的な構造にグループ化

するシステム。選択した例外従業員のメッセージを別に保存して、特別に割り当てら

れたレビューアがレビューできます。

■ ジャーナルメールボックスの Enterprise Vault アーカイブに送信されたアイテムのラ
ンダムサンプルを取得する機能。

■ 管理者が Compliance Accelerator を設定し、指名されたレビューアがキャプチャし
たアイテムを精査してマーク付けするクライアントアプリケーション。

■ すべての監視対象従業員、キャプチャしたアイテム、アイテムに適用したレビュー処

理に関する情報を保持する安全な SQL データベース。

1



Compliance Accelerator クライアントについて
このクライアントは豊富な機能を持つ Windows アプリケーションです。Compliance
Accelerator ユーザーはこのクライアントを使って、レビューするアイテムにマークとコメン
トを追加することができます。また、管理者は Compliance Accelerator クライアントを使っ
てアプリケーションの管理とカスタマイズを行うことができます。Compliance Accelerator
ユーザーが割り当てられているロールによって、各ユーザーがアクセスできるクライアント

の機能が決まります。

このガイドで説明するすべての処理は Compliance Accelerator クライアントで実行して
ください。

Compliance Accelerator クライアントを開く
次の点に注意してください。

■ Compliance Accelerator クライアントを頻繁に使用していると、Windows デスクトッ
プに起動ショートカットを作成することが考えられます。

■ Windows 8/8.1/10 コンピュータ上で Compliance Accelerator クライアントを実行す
る場合、最適なパフォーマンスのために Windows 7 または Windows XP の互換性
モードで実行することをお勧めします。これをする方法のガイドラインについては、

Windows のマニュアルを参照してください。

Compliance Accelerator クライアントを開くには

1 Compliance Accelerator クライアントのショートカットをクリックします。

しばらくして、［接続する Compliance Accelerator インスタンスの選択］ ダイアログ
ボックスが表示されます。

2 ［サーバー］フィールドで、Compliance Accelerator サーバーのソフトウェアが実行
されているコンピュータの名前または IP アドレスを入力します。

IP アドレスは、IPv4 と IPv6 のいずれの形式でも入力できます。

3 ［インスタンス］フィールドで、アクセスする Compliance Accelerator インスタンス（カ
スタマーデータベース）を選択します。 利用可能なインスタンスが一覧表示される
フィールドの右側にある下矢印をクリックします。

各インスタンスには、レビューする部門セットの詳細が格納されます。また、関連付

けされたユーザーロール、検索結果、リサーチフォルダなども格納されます。したがっ

て、選択するインスタンスが複数ある場合もあります。
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4 ［接続する Compliance Accelerator インスタンスの選択］ダイアログボックスを最初
に表示せずに常に同じインスタンスに接続する場合は、［アプリケーションを開くた

びに確認する］をクリアします。

5 ［接続］をクリックします。

しばらくして、Compliance Accelerator クライアントのホームページが表示されます。

Compliance Accelerator クライアントをクローズする方法

◆ ウィンドウの右上にある［クローズ］ボタンをクリックします。

Compliance Accelerator クライアントの使い方
Compliance Accelerator クライアントでは、割り当てられたロールによってユーザーがア
クセスできる機能が決まります。表 1-1 は、最も権限が強いロールのユーザーがアクセス
できる機能を示しています。Compliance Accelerator 管理者は、ユーザーへの複数の
異なるロールの割り当てと、そのロールに関連付けされた権限の変更を行うことができま

す。
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表 1-1 Compliance Accelerator クライアントの主なタブ

説明タブアイコン

このタブは Compliance Accelerator で実行するアクティビティの状
態の主な項目を表示します。また、Compliance Accelerator で頻
繁に実行される可能性のあるアクティビティにすばやいアクセスを提

供します。

ホーム

このタブでは、レビューセットのアイテムを確認し、マークを割り当て

てコメントを付けることができます。

レビュー

このタブでは、他の Compliance Accelerator レビューアに追加の
作業をさせることなく、対象となるアイテムのみを作業できるリサーチ

フォルダを設定できます。

リサーチ

このタブでは、Compliance Accelerator の部門、部門内の従業員、
部門に割り当てられたスーパーバイザとレビューアを管理できます。

部門

このタブでは、Compliance Accelerator システムの従業員プロファ
イルの表示と変更、新しい従業員プロファイルの入力を行うことがで

きます。Compliance Accelerator を実行するすべての従業員 (管
理者とレビューア)、通信の監視対象となるすべての従業員に対して
プロファイルを設定する必要があります。

従業員

このタブでは、レビューアの進捗状況、ロール、担当など、

Compliance Accelerator のさまざまな面に関するレポートを生成で
きます。

レポート

このタブでは、すべての Compliance Accelerator の検索の状態を
監視し、必要に応じて検索を一時停止または再開することができま

す。

監視
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説明タブアイコン

このタブから、よく使われるさまざまな管理機能にアクセスできます。

このタブをクリックしたときに利用可能なオプションは次のとおりです。

■ ［検索］。複数の部門で実行する検索を作成します。

■ ［ロール］。ユーザーに割り当て可能なロールの設定と修正を行

い、Compliance Accelerator の機能へのユーザーによるアクセ
スを管理します。

■ ［ロールの割り当て］。ユーザーに Compliance Accelerator ロー
ルを割り当てます。

■ ［レビューコメント］。作業対象のアイテムに Compliance
Accelerator レビューアが適用できる一般的なコメントのテキスト
を格納します。

■ ［ホットワード］。Compliance Accelerator を使って検索する重
要な単語の一覧を設定します。

■ ［アーカイブ］。Compliance Accelerator でアイテムを検索する
Enterprise Vault アーカイブの一覧をカスタマイズします。

アプリケーション

このタブから、使用頻度が少ないさまざまな設定機能にアクセスでき

ます。このタブをクリックしたときに利用可能なオプションは次のとお

りです。

■ ［検索スケジュール］。設定時刻に繰り返し Compliance
Accelerator の検索が実行されるスケジュールを設定します。

■ ［レビュー状態］。状態の名前（［保留］、［問題あり］など）をカスタ

マイズします。状態の名前は、Compliance Accelerator が［レ
ビュー］ペインにアイテムの状態を示すときに使います。

■ ［インポート設定］。XML ファイルから Compliance Accelerator
に設定データをインポートします。

■ ［アカウント情報］。Compliance Accelerator が従業員と従業員
グループの詳細を同期するときに使う複数の Windows ドメイン
を指定します。

■ ［ディレクトリマップ］。Compliance Accelerator で、従業員プロ
パティと Active Directory などの外部ソースを同期する方法を設
定します。

■ ［部門パーティション］。部門をパーティションにグループ化して、

検索範囲を制限します。

■ ［部門属性］。部門の分類に使う属性を設定します。

■ ［設定値］。Compliance Accelerator の外観とパフォーマンスを
カスタマイズする何百もの設定オプションを設定します。

設定
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アイテムの検索

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator 検索の作成と実行

■ 検索基準オプションについて

■ 効果的な検索の実行に関するガイドライン

Compliance Accelerator 検索の作成と実行
単一の部門でのみ実行する検索または複数の部門で実行するアプリケーションレベルの

検索を作成できます。設定時刻に検索を実行したり、反復検索を設定したりする場合に

は、検索スケジュールを作成できます。検索を作成する前にスケジュールを作成します。

単一の部門でのみ実行する検索を作成するには、キャプチャメッセージ検索権限が必要

です。アプリケーションレベルの検索を作成するには、アプリケーション検索権限が必要

です。デフォルトでは、部門のルール管理者ロールまたは例外レビューアロールを持つ

ユーザーに前者の権限が割り当てられます。アプリケーションのアプリケーションユーザー

管理者ロールを持つユーザーに後者の権限が割り当てられます。

Compliance Accelerator 検索を作成して実行する方法

1 次のいずれかの操作を行います。

■ 複数の部門で実行する検索を作成するには、Compliance Accelerator クライ
アントの［アプリケーション］タブをクリックします。

■ 単一の部門で実行する検索を作成するには、Compliance Accelerator クライ
アントの［部門］タブをクリックし、次に左ペインで目的の部門をクリックします。

■ リサーチフォルダで実行する検索を作成するには、Compliance Accelerator ク
ライアントの［リサーチ］タブをクリックし、次に左ペインで目的のフォルダをクリッ

クします。
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Compliance Accelerator によって大量の部門やフォルダが一覧表示される場合
は、ペインの上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。

2 ［検索］タブをクリックします。

3 ［新規検索］をクリックします。

検索のプロパティペインが表示されます。

4 リサーチフォルダで実行する検索を作成していて、左ペインで［すべてのリサーチ］

をクリックした場合、Compliance Accelerator は検索に関連付ける部門を選択する
ように要求します。選択し、［検索］をクリックします。

5 目的の検索基準を入力します。

p.15 の 「検索基準オプションについて」 を参照してください。
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6 ［保存］をクリックしてすぐに検索を開始するか、またはスケジュール設定済みの検索

をキューに登録して決められた時刻に自動的に開始します。

［検索の詳細］ペインは次の情報を提供します。

Compliance Accelerator によって検索されたアーカイブの名前を示
します。

アーカイブ

アーカイブを保持するボリュームの ID を表示します。ボリューム

アーカイブを含んでいるボルトストアの種類を示します。ボルトストア

各アーカイブの検索の現在の状態を示します。状態

各アーカイブを検索するために Compliance Accelerator がかけた時
間を示します。

期間

検索基準に一致する、各アーカイブのアイテム数を示します。ヒット

起きたエラーの詳細を提供します。情報

［表示］一覧のオプションを選択すると、アーカイブ一覧をフィルタ処理できます。た

とえば、ヒット数が上位 2000 のアーカイブ、または状態が［エラー］のすべてのアー
カイブを表示するようにアーカイブをフィルタ処理することができます。検索の詳細

をカンマ区切り値 (CSV) ファイルとしてダウンロードするには、［すべてのアーカイブ
の検索の詳細をダウンロードする］をクリックします。

7 検索が完了したときに、結果の受け入れまたは拒否を選択できます。次の点に注意

してください。

■ Compliance Accelerator では、検索結果が受け入れられるまでレビューセット
にキャプチャしたアイテムは追加されません。［検索結果を自動的に受け入れる］

を選択しなかった場合は、結果を手動で受け入れるか、または拒否する必要が

あります。

■ 検索結果を拒否すると、Compliance Accelerator によってその検索とデータ
ベースからの結果が削除されます。ただし、実際のアイテムはアーカイブに残り

ます。

■ 受け入れた検索は取り消すことができないため、検索結果は有効な結果である

ことが重要です。

特定の種類の Skype for Business コンテンツの検索の制限事項
Enterprise Vault 12.2 以降には、Skype for Business インスタントメッセージと会議の
通信をアーカイブする機能があります。Enterprise Vault はこの通信を個別の電子メー
ル (.eml) ファイルとしてアーカイブします。これは、Compliance Accelerator で Instant
Messaging メッセージタイプになります。
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Skype for Business の通信には、ユーザーが会議中に共有するホワイトボードと投票を
含めることができます。この会議の 2 つの機能のコンテンツは、Enterprise Vault がイン
デックスを作成できない Microsoft 社独自の XML フォーマットで保存されます。したがっ
て、Enterprise Vault または Compliance Accelerator でこの機能を使ってこれらのアイ
テムのテキストコンテンツを検索できません。

検索基準オプションについて
Compliance Accelerator は検索基準オプションを次に示す複数のセクションにグルー
プ化します。セクションを展開するか、または省略するには、右の矢印のアイコンをクリッ

クします。

複数のオプションを含む検索を構築する場合、検索のプロパティペインで各オプションが

他の検索オプションとどのように対話するかに注意してください。Compliance Accelerator
は選択したすべてのオプションを、OR ブール演算子ではなく AND ブール演算子でリン
クします。たとえば、条件に次のものが含まれている検索を構築するとします。

■ ［日付範囲］セクションの日付範囲

■ ［検索語］セクションの検索用語

■ ［添付ファイル］セクションのファイル拡張子

この検索結果には、すべての検索基準に一致するアイテムのみが含まれます。Compliance
Accelerator では、検索基準の一部のオプションに一致しても、他のオプションには一致
しないアイテムは無視されます。

［検索プロパティ］ペインには次のセクションがあります。

■ 「［検索］セクション」

■ 「［サンプリング］セクション」

■ 「［日付範囲］セクション」

■ 「［作成者と受信者］セクション」

■ 「［検索語］セクション」

■ 「［添付ファイル］セクション」

■ 「［その他］セクション」

■ 「［ポリシー］セクション」

■ 「［インテリジェントレビュー］セクション」

［検索］セクション

この［検索］セクションでは、検索の名前と実行時刻を指定します。
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検索を実行する部門またはリサーチフォルダを指定します。アプ

リケーション全体の検索の場合、これは <すべての部門> です。
コンテキスト

検索の名前を指定します（「Daily Message Capture (London)」
など）。

名前

新しい検索のための基準を設定する基礎となる既存の検索を選

択することを許可します。

検索に基づく

表示されている場合は、結果を保存する場所を選択できます。結

果を保存する新しいフォルダの詳細情報を指定する場合はドロッ

プダウンリストで［<コンテキスト> の新規フォルダ］を選択します。

このオプションは、部門にリンクされないフォルダの検索を作成す

る（左ペインで「マイリサーチ」を選択している）場合にのみ利用

可能です。

結果の保存先

検索をすぐに実行するか、スケジュール設定済みの時刻に実行

するかを指定します。［スケジュール設定済み］を選択すれば、検

索が動作する期間を指定できます。またいくつかの既存のスケ

ジュールの 1 つから選択できます。

また保証されたサンプル検索を行うことができます。各々の保証

されたサンプル検索は、選択されたサンプリング時刻（デフォルト

では午前 1 時）に動作します。検索が監視ポリシーの要求より少
数の結果を戻す場合、Compliance Accelerator は不足分を埋
め合せるためにランダムにサンプリングされたアイテムをレビュー

セットに追加します。したがって、事実上、まったくランダムにサン

プリングされたアイテムの代わりに、特定の検索結果の方に重み

付けされたより焦点が絞られたレビューセットを作成できます。

検索の種類

検索結果をレビューセットに自動的に追加するかどうかを指定し

ます。このオプションは過去に実行済みの検索を定期的に実行

する場合に便利です。［検索結果を自動的に受け入れる］を選択

した場合、結果を拒否したり、検索基準を変更したりすることはで

きません。検索で予想した検索結果が得られることを確認するま

で、［検索結果を自動的に受け入れる］をクリアしておくことをお

勧めします。

アーカイブからエラーが返された検索は、この設定にかかわらず、

自動的に受け入れられません。

検索結果を自動的に受け入れ

る

検索結果に、以前にキャプチャし、レビューセットに追加したアイ

テムを含めることができるかどうかを指定します。即時検索または

スケジュール設定済みの検索の場合、他の検索でレビュー中の

可能性があるアイテムが結果に含まれるように、このボックスを選

択することをお勧めします。

レビュー中の既存のアイテムを

含める
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［サンプリング］セクション

［サンプリング］セクションでは、検索結果をサンプリングして、ランダムに選択したアイテ

ムをレビューセットに追加することができます。

Compliance Accelerator はランダムにサンプリングされたアイテムを重複排除しません。

レビューセットに追加する検索結果の割合を指定します。「10.25」
などのように小数点以下の値を指定することもできます。

部門の所有者が部門プロパティのこの設定をロックするとサンプ

リング割合を変更できない場合があります。

サンプリングの割合

作成者 1 人あたりの、レビューセットに追加するアイテムの最小
件数を指定します。ある作成者のアイテムが検索結果にない場

合、サンプルには追加されません。選択した部門に属していない

作成者も対象となるため、予想よりも多くの検索結果が戻される

場合があります。

作成者ごとの最小値

レビューセットに追加する検索結果の総件数の上限を設定しま

す。このオプションは、［サンプルの割合］フィールドと［従業員ご

との最小値］フィールドの値に優先して適用されます。

絶対限度

［日付範囲］セクション

［日付範囲］セクションでは、アイテムが送受信された日時を基準にアイテムを検索できま

す。

選択した期間に送受信されたアイテムのみを検索します。日付

範囲は検索が行われる時点（即時検索の場合は当日）を基準に

した相対的な範囲です。

これらのオプションは、毎日、毎週、2 週間ごと、4 週間ごとに 1
回実行するようにスケジュール設定された反復検索を作成する

場合に便利です。たとえば、週に 1 回検索を実行する場合は、
［最新 7 日間］を選択すると、検索範囲は前回検索を実行した後
の日付に限定されます。

今日、昨日、最新 7 日間、最新
14 日間、最新 28 日間

他の日付範囲オプションで指定できる期間よりも長い期間または

より限定された期間に送受信されたアイテムを検索できます。日

付を入力するには、［開始日］フィールドと［終了日］フィールドの

右側にあるオプションをクリックし、次に目的の日付を選択します。

他の日付範囲フィールドとは異なり、［特定の日付範囲］では範

囲が固定されています。検索実行時を基準にした相対的な範囲

ではありません。

特定の日付範囲
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スケジュール設定済みの検索でのみ、前回の検索実行より後に

送受信された新規アイテムを検索できます。このオプションは［今

日］や［昨日］などのオプションに類似しています。ただし、それは

検索を最初に実行する開始日を明示的に設定できます。

デフォルトでは、このオプションを選択すると、前回の検索が実行

された日付（初回の検索の場合は開始日）から現在の日付の 1
日前（昨日）までの範囲が検索対象となります。

検索の最終実行以降

［作成者と受信者］セクション

［作成者と受信者］セクションでは、検索対象の部門と、検索対象のアイテム方向を指定

します。パーティションに整理した部門では、同じパーティションの部門で送受信したアイ

テムのみが検索されます。

検索するアイテムが送受信された方向を指定します。選択した部

門が送信先または送信元であるアイテムを検索できます。また、

選択した部門と他の部門との間で送受信されたアイテムを検索

できます。

利用可能なメッセージルートオプションは、指定した日付範囲と、

Compliance Accelerator がどのように設定されているかによっ
て異なる場合があります。

メッセージルート

選択した部門と従業員のいずれかまたはすべてに検索を適用す

るかどうかを指定します。

いずれか/すべて

アプリケーション全体の検索の場合のみ、選択した部門の子部

門に検索を適用するかどうかを指定できます。デフォルトでは、

他部門の子部門であるすべての新規部門は、親部門に適用され

ているすべてのアクティブな反復検索を自動的に継承します。ま

た、反復検索が適用されている部門の下位に既存の部門を移動

した場合も同様です。

継承を使って新しい部門を自動

的に含める

検索に含める部門と従業員を指定します。部門名の左側にある

矢印をクリックして展開し、入れ子になった部門と例外従業員を

表示します。

部門を選択しても、部門の例外従業員は自動的には検索対象と

はなりません。例外従業員を検索するには、例外従業員を 1 人
ずつ明示的に選択する必要があります。

部門ツリー
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1 つ以上の電子メールアドレスとドメインを入力できます。1 行に
各アドレスまたはドメインを入力すると、［差出人］、［宛先］、［CC］、
［BCC］フィールドにそのアドレスまたはドメインのいずれかを含
むアイテムが検索されます。すべてのアドレスとドメインを 1 行で
入力すると、それらがすべて存在するアイテムが検索されます。

アドレスまたはドメインの前にマイナス記号 (-) を配置すると、検
索から除外されます。複数のアドレスまたはドメインを除外するに

は、それらをすべて 1 行で入力します。

メッセージルートによっては、このフィールドを利用できない場合

があります。

任意の形式の電子メールアドレ

ス/ドメイン

［検索語］セクション

［検索語］セクションでは、Compliance Accelerator がアイテムの件名と本文で検索する
単語またはフレーズを指定します。デフォルトでは、アイテムの件名と内容の両方で単語

を検索するとき、Compliance Accelerator は 1 つの基準または両方の基準に一致する
アイテムを検索します。ただし、両方の基準に一致するアイテムのみを検索するように

Compliance Accelerator を設定できます。

指定した単語またはフレーズの一部または全部が、件名行また

は添付ファイルのファイル名に含まれているアイテムを検索しま

す。

件名

指定した単語またはフレーズの一部または全部がアイテム本文

や検索可能な添付ファイルに含まれているアイテムを検索しま

す。

内容

ここで指定した単語またはフレーズは、アイテムの検索結果の確認時にレビューペインで

ハイライトされます。

検索する単語とフレーズを入力する場合は、次のガイドラインに従ってください。

■ Compliance Accelerator の検索は、大文字と小文字を区別しません。

■ 正規表現は許可されません。

■ 同じ行に複数の単語を入力した場合、Compliance Accelerator ではフレーズとして
処理されます。

■ ［Any of］オプションまたは［All of］オプションを使用して検索基準を絞り込む場合は、
各単語をそれぞれ別の行に入力します。

次の例では、Compliance Accelerator によって 3 つの単語が OR 演算子で結合さ
れます (「server OR group OR cluster」)。これらの単語の 1 つ以上を含むすべて
のアイテムが検索基準と一致します。
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Any Of: server

group

cluster

次の例では、Compliance Accelerator によって 3 つの単語が AND 演算子で結合
されます (「server AND group AND cluster」)。この 3 つの単語をすべて含むアイテ
ムのみが検索基準と一致します。

All Of: server

group

cluster

次の例では、Compliance Accelerator によって「server group」というフレーズと
「cluster」という単語が AND 演算子で結合されます (「'server group' AND cluster」)。
「server group」というフレーズと「cluster」という単語の両方を含むアイテムのみが検
索基準と一致します。

All Of: server group

cluster

■ 検索では、アスタリスク（*）を使って 0 文字以上の文字を表すことができます。疑問符
（?）をワイルドカードとして使用する場合は、任意の 1 文字を表します。
ワイルドカードでの検索は、検索基準に一致し、Enterprise ボルト 10.0 以降でアー
カイブされたアイテムならば、常に検索されます。Enterprise Vault 9.0 以前でアー
カイブしたアイテムも検索結果に含まれるようにするには、ワイルドカードの前にワイ

ルドカードではない文字を 3 つ以上入力します。

■ 検索結果から次の単語またはフレーズを含んでいるすべてのアイテムを除外すること

を指定するには、行の先頭にマイナス記号を (-) を配置します。たとえば、次の検索
語では、「server」と「group」のいずれかを含むが、「cluster」は含まないアイテムが検
索されます（「(server AND NOT cluster) OR (group AND NOT cluster)」）。

Any Of: server

group

-cluster

検索語は、除外済みの語句のみで構成することができません。 このような単語または
フレーズを指定するときには、検索結果に表示する検索対象な語句も指定する必要

があります。

■ ホットワードとフレーズが作成されている場合は、［ホットワード］をクリックし、ホットワー

ドまたはフレーズを一覧から選択します。

■ Compliance Accelerator は、プラス記号、マイナス記号、疑問符など、特別な意味
がある場合を除いて、検索語の英数字以外の文字を無視します。
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たとえば、US@100 という用語の検索は、US@100 だけではなく US 100 と US$100
のインスタンスも検索します。したがって、検索語に英数字以外の文字を含めると、予

想よりも多くの結果が戻される場合があります。

［添付ファイル］セクション

［添付ファイル］セクションでは、指定した数または種類の添付ファイルを含むアイテムを

検索できます。

対象となる添付ファイル数を指定します。デフォルトオプション［重

要ではない］の場合、0 を含む任意の数の添付ファイルを含むア
イテムが検索対象となります。その他のオプションを選択する場

合、対象となる添付ファイル数を指定する値を 1 つまたは 2 つ
入力する必要があります。

番号

検索対象となる添付ファイルの種類を表す拡張子を指定します。

各拡張子はスペースで区切って入力します。たとえば、HTML
ファイルまたは Microsoft Excel ファイルが添付されているアイテ
ムを検索する場合は、次のように入力します。

.htm .xls

この検索オプションでは、ファイル名のみによって添付ファイルが

評価されます。ファイルの種類は確認されません。たとえば、.zip
ファイルの拡張子を .zap に変更し、名前を変更したファイルを
電子メールの添付ファイルとして送信するとします。Compliance
Accelerator は .zip 拡張子の付いた添付ファイルを含むアイ
テムのみを検索し、名前の変更された添付ファイルを含む電子

メールは検索しません。

ファイル拡張子

添付ファイルの内容によっては、Enterprise Vault でインデック
ス付けしていないために検索できない場合もあります。 特に、Fax
や音声のようなファイル形式には、インデックス付けできる内容が

ありません。

Compliance Accelerator でファイル名拡張子を指定した検索を
実行する方法について詳しくは、Veritas サポート Web サイトの
以下の記事を参照してください。

https://www.veritas.com/docs/100008537

［その他］セクション

［その他］セクションでは、特定のサイズまたは種類のアイテム、特定の保持カテゴリのア

イテムを検索できます。

メッセージストア（Exchange、Domino など）が報告するように、
検索する各アイテムのサイズを KB 単位で指定します。 アイテム
のサイズには添付ファイルのサイズも含まれます。

メッセージサイズ

21第 2 章 アイテムの検索
検索基準オプションについて

https://www.veritas.com/docs/100008537


選択した種類のアイテムを検索します。メッセージの種類

Enterprise Vault が選択済みの保持カテゴリを割り当てたアイテ
ムを検索します。

保持カテゴリ

［ポリシー］セクション

［ポリシー］セクションでは、任意のポリシー管理ソフトウェアが分類に使ったタグに従って

アイテムを検索できます。

ある特定の分類のポリシーと一致するアイテムの有無を検索でき

ます。複数の種類のポリシーがあります。

■ ［含める］。ポリシー管理ソフトウェアでレビューセットに含まれ

るように分類され、最も深刻な非行（ののしり、人種差別、イン

サイダー取引など）である可能性のあるアイテムです。 通常、
これらの機能を示すアイテムがレビューセットに含まれるよう

にすると便利です。

■ ［除外］。スパムアイテムとニュースレターは、ポリシー管理ソ

フトウェアがレビューセットから除外するように分類することが

あるアイテムの典型的な例です。

■ ［分類］。ポリシー管理ソフトウェアは、スペイン語のテキストを

含むなど特定の性質を表わすアイテムをカテゴリに分類する

場合があります。この種類のポリシーは、アイテムをレビュー

セットに含めるか、またはレビューセットから除外するかの情

報を提供しません。

これらのポリシーの種類は相互に排他的ではありません。ポリシー

管理ソフトウェアは、同じアイテムに種類が異なる複数のポリシー

を適用する場合があります。ただし、含まれるポリシーが他の種

類のポリシーに常に優先します。

必須のポリシーの種類を選択し、検索するポリシーの名前を選択

します。または、ポリシーの種類として［カスタム］を選択し、1 つ
以上のポリシー名を入力します。次のように、複数のポリシー名

をカンマで区切ります。

CustomPolicy1,CustomPolicy2

複数のポリシーの検索を選択すると、検索結果にはいずれかの

ポリシーに一致するアイテムが含まれます。

ポリシー

リストから現在の部門で使用中ではないポリシーを省略できます。現在の部門によるフィルタポリ

シー

［インテリジェントレビュー］セクション

［インテリジェントレビュー］セクションで、Compliance Accelerator の学習エンジンのオ
プションを選択します。 このエンジンにより、Compliance Accelerator はレビューアが以
前のアイテムに実行したアクションに基づいてアイテムの検索をインテリジェントに行うこ
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とができます。 たとえば、レビューアがスパムメッセージまたはオフィス不在の応答を関連
なしのアイテムとしてマークを付けると、Compliance Accelerator は同様の特性を持つ
アイテムを検出したときにそれらのアイテムを同じ方法で処理できます。

次の点に注意してください。

■ インテリジェントレビュー機能を使う検索では、それを使わない検索に比べ、完了する

までに少し長く時間がかかる場合があります。

■ リサーチフォルダ内で実行する検索では、関連部門の学習データが使われます。

フォルダ検索には独自の学習データがないため、部門の学習データに貢献すること

はありません。

Compliance Accelerator はアイテムの関連性を判別するためにアイテムのメタデータと
送信者から受信者への経路を調べます。 ただし、Compliance Accelerator はアイテム
の内容を評価しません。

オプションは次のとおりです。

■ ［なし］。 Compliance Accelerator は、インテリジェントレビュー
を実装せずに、通常の方法でアイテムを検索します。 これが
デフォルトのオプションです。

■ 検索と優先順位付け Compliance Accelerator は、いずれ
かを優先することなく、関連ありと関連なしの両方のアイテム

を検索します。 したがって、10% のアイテムをキャプチャし、
レビューすることを要求する［サンプルの割合］値を選択する

と、Compliance Accelerator は 10% をキャプチャしますが、
相当な数のアイテムが関連なしとなる可能性があります。

しかし、このオプションを使うと、Compliance Accelerator は
アイテムをレビューセットに追加するときにそのアイテムに対

して［未レビュー（関連なし）］または［未レビュー（関連あり）］

のいずれかのステータスを付与します。 後で［レビュー］ペイ
ンでアイテムをレビューするときに、［未レビュー］ステータスを

使ってアイテムをフィルタリングして、関連ありと関連なしを区

別できます。

■ 検索して関連するコンテンツのみをサンプリングする

Compliance Accelerator は、アイテム全体を検索し、要求さ
れた割合をキャプチャするまで関連ありのアイテムのみをキャ

プチャします。 したがって、10% のアイテムをキャプチャし、
レビューすることを要求する［サンプルの割合］値を選択する

と、Compliance Accelerator は 10% （すべて関連ありのア
イテム）をキャプチャします。

選択したサンプルの割合を満たすには関連ありのアイテムが

少なすぎる場合、Compliance Accelerator は関連なしのア
イテムで補充します。 これは、このオプションと［部門プロパ
ティ］ペインのそれに相当するオプションである［関連するコン

テンツのみのサンプル抽出］との重要な違いです。

学習動作
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効果的な検索の実行に関するガイドライン
検索の実行時に最適な結果を得るには、次のガイドラインに従ってください。

■ 正確な検索を行います。たとえば、作成者または受信者の詳細を含めたり、日付範

囲を指定したりします。

■ 部門のプロパティで、検索可能なボルトストアの数を制限します。

■ ワイルドカードはパフォーマンスに重大な影響を及ぼす可能性があるため、必要な場

合にのみ使います。

■ 検索語は使い過ぎないようにします。数千もの用語を使うと、検索が繰り返して実行さ

れる可能性があります。

■ スケジュール設定済みの検索がシステムバックアップと同時に実行されないことを確

認します。

■ データベースの空きがなくなったり速度が低下したりするのを回避するために、検索

は迅速に受け入れるか、拒否します。

■ リサーチフォルダで新しい検索をテストし、その後、必要に応じてフォルダを削除しま

す。

24第 2 章 アイテムの検索
効果的な検索の実行に関するガイドライン



手動によるアイテムのレ
ビュー

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator を使ったレビューについて

■ レビューペインについて

■ レビューペインのアイテムのフィルタ処理

■ アイテムへのレビューマークの割り当て

■ コメントのアイテムへの追加

■ アイテムの履歴の表示

■ アイテムの印刷可能バージョンの表示

■ 元のアイテムのダウンロード

■ クリップボードへのアイテムリストのコピー

■ アイテムのエスカレーション

■ レビューペインの概観の変更

■ レビューペインのユーザー設定の設定

Compliance Accelerator を使ったレビューについて
検索を実行して関連する可能性のあるアイテムを収集した後、選択された個人が検索結

果をレビューできます。アイテムを確認した後で、レビューアが適切な状態マークをアイテ

ムに割り当て、必要に応じてコメントを追加します。アイテムを複数回レビューしたり、他の

レビューアがコメントを追加したり、割り当てられたマークを変更したりできます。

3



部門にスーパーバイザを割り当てる場合は、レビューアが適用したマークとコメントをスー

パーバイザが評価し、評価マークとコメントを追加できます。

標準の Compliance Accelerator システムには、部門レビューア、エスカレーションレ
ビューア、例外レビューア、下級レビューアなど、多数の事前定義済みレビューロールが

付属しています。これらのロールには次の特徴があります。

■ 下級レビューアロール以外のすべてのロールではユーザーがアイテムにレビューマー

クを割り当てることができます。

■ 下級レビューアはアイテムとレビュー履歴を表示できますが、レビューマークの割り当

てと変更はできません。ただし、下級レビューアは他のユーザーがレビューしたアイテ

ムに評価マークを割り当てることができます。

■ 例外レビューアは割り当てられた例外従業員のアイテムのみを表示できます。

■ エスカレーションレビューアは部門内の他のレビューアがより詳細なレビューを行うた

めにより高レベルの権限のレビューアにエスカレーションしたことを通知するアイテム

を受信できます。

レビューペインにアクセスする方法

◆ Compliance Accelerator クライアントの［レビュー］タブをクリックします。

特定の種類の Skype for Business コンテンツのレビューの制限事項
Enterprise Vault 12.2 以降には、Skype for Business インスタントメッセージと会議の
通信をアーカイブする機能があります。Enterprise Vault はこの通信を個別の電子メー
ル (.eml) ファイルとしてアーカイブします。これは、Compliance Accelerator で Instant
Messaging メッセージタイプになります。

Skype for Business の通信には、ユーザーが会議中に共有するホワイトボードと投票を
含めることができます。この会議の 2 つの機能のコンテンツは、Enterprise Vault がイン
デックスを作成できない Microsoft 社独自の XML フォーマットで保存されます。これは、
ホワイトボードと投票が Compliance Accelerator の［レビュー］ペインに表示される方法
に次のように影響します。

■ アイテムのコンテンツが XML 添付ファイルとして格納されます。

■ ホワイトボードの印刷可能バージョンのプレビューまたは表示は行えません。投票の

質問は表示できますが、それらへの回答は表示できません。

レビューペインについて
レビューペインはレビューセットのアイテムを見直し、マーク付けすることを可能にします。

ペインは次の領域に分かれています。
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フィルタペイン ヘッダー領域

アイテム一覧 フッター領域 読み込みペイン

以下のセクションでは、レビューペインの各領域について説明します。

■ 「ヘッダー領域」

■ 「フィルタペイン」

■ 「アイテム一覧」

■ 「閲覧ペイン」

■ 「フッター領域」

ヘッダー領域

ヘッダー領域には、ビューをカスタマイズするオプションと別のアイテムを選択して表示す

るオプションが表示されます。

Compliance Accelerator のウィンドウの上部のボタンバーを隠
すことによってレビューペインを最大化します。このボタンを再度

クリックすると、ボタンバーが復元されます。
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詳細な調査を行うためにリサーチフォルダにコピーしたアイテム

を表示できます。

p.42 の 「リサーチフォルダについて」 を参照してください。

現在選択されているアイテムに基づく検索を実行できます。

レビューペインの環境設定を設定します。

p.40 の 「レビューペインのユーザー設定の設定」 を参照してく
ださい。

閲覧ペインを隠したり位置を変更したり、ペインに表示するテキス

トのサイズを設定したりすることができます。

表示

リストのうち、まだレビューしていないアイテム数を示します。未レビュー

ハイライトされたアイテムの Compliance Accelerator ID を表示
します。レビュー対象のアイテムの ID を知っていたら、それをこ
こに入力し、Enter キーを押してそのアイテムを表示します。

アイテム

日付、作成者、件名、ポリシー処理、または関連性によってリスト

のアイテムをグループ化します。

左の下矢印ボタンまたは上矢印ボタンのクリックによってグルー

プのアイテムを表示するか、または隠します。

グループ

アイテムをグループ化しないことを選択したリストでは日付、作成

者、件名、ポリシー処理、または関連性によってアイテムをソート

できます。

ソート

現在のアイテムを原型でダウンロードし、適切なアプリケーション

で開きます。またアイテムを右クリックして［元の表示］をクリックす

ることによってアイテムをダウンロードできます。

印刷のために現在のアイテムを送信します。

現在のアイテムに割り当て済みのマークを示します。マーク

現在のアイテムの状態を表示します。状態

フィルタペイン

フィルタペインはリストのアイテムをフィルタ処理できる多数の基準を提供します。フィルタ

の各オプションの隣の番号は、選択したフィルタを適用するとき Compliance Accelerator
がアイテムリストに追加する一致するアイテム数を示します。

p.30 の 「レビューペインのアイテムのフィルタ処理」 を参照してください。

28第 3 章 手動によるアイテムのレビュー
レビューペインについて



アイテム一覧

アイテム一覧は選択したフィルタのオプションと一致するレビューセット内のアイテムを示

します。リストの下部にあるコントロールを使用してアイテムのページをめくったり、ページ

ごとに表示するアイテムの最大数を指定します。未レビューアイテムは太字で表示されま

す。

色が青になっているアイテムはいずれも、部署に関連付けられているリサーチフォルダに

あります。関連性でアイテムをソートすることを選択すると、関連なしのアイテムがグレー

の背景付きで表示されます。

メモ: Compliance Accelerator はアイテムの日時の値を協定世界時 (UTC) として格納
します。ただし、アイテムリストと右の［プレビュー］ペインでは、コンピュータのローカルタ

イムゾーンの設定に従ってこれらの値を変換します。その結果、異なるタイムゾーンの 2
人の Compliance Accelerator レビューアに対して、同じアイテムに異なる日時が表示さ
れることがあります。

これは予測どおりの動作であり、Microsoft Outlook などのアプリケーションがアイテムの
日時を表示する方法と同じです。

閲覧ペイン

閲覧ペインの下部のタブには次の機能があります。

現在のアイテムの HTML のプレビューを表示します。プレビュー

現在のアイテムにレビューアが割り当てたコメントを示します。コメント

現在のアイテムのコメントと監査履歴を表示します。履歴

現在のアイテムの印刷可能バージョンを表示します。印刷可能

フッター領域

フッター領域には、あるアイテムから別のアイテムにナビゲートする機能とマークとコメント

をアイテムに適用する機能があります。

レビューするアイテムの最初のページを表示します。

レビューするアイテムの前のページを表示します。Alt+z キーを
押すと同じ機能を実行できます。

現在表示されているページの番号とページの合計数を示します。

特定のページに移動するには、フィールドに番号を入力して

Enter キーを押します。

n (m)
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レビューするアイテムの次のページを表示します。Alt+x キーを
押すと同じ機能を実行できます。

レビューするアイテムの最後のページを表示します。

コメントを入力して選択されたアイテムに追加できます。

アイテム一覧では、1 つ以上のコメントがアイテムに追加されると
［存在するコメント］列にコメントインジケータ記号が表示されます。

コメント

選択されたアイテムに必要なマークを付けます。

一括レビュー処理適用権限があれば複数のアイテムに一度に

マーク付けできます。

保留、問題あり、レビュー済み、

関連なしとレビュー済み、関連

ありとレビュー済み

表示されている場合は、1 人以上のエスカレーションレビューア
に選択アイテムを割り当て、さらに監査とレビューを行うことがで

きます。

表示されている場合、コンプライアンススーパーバイザはアイテム

を評価済みとしてマーク付けできます。

表示されている場合は、レビューセットから 1 つ以上のアイテム
を削除できます。

表示されている場合は、他のレビューアが参照できるように、リ

サーチフォルダの選択アイテムかすべてのアイテムをレビューセッ

トにコミットできます。

表示されている場合は、エスカレーションアイテムを別のエスカ

レーションレビューアに割り当てることができます。

表示されている場合は、作業が終わり次第エスカレーションアイ

テムをクローズすることができます。クローズしたアイテムは別の

エスカレーションレビューアに表示されますが、他のエスカレー

ションレビューアは、部門レビューアがアイテムを再エスカレーショ

ンしないと、処理を実行できません。

表示されている場合は、現在のレビューセットの選択アイテムま

たはすべてのアイテムのコピー先リサーチフォルダを選択できま

す。

レビューペインのアイテムのフィルタ処理
レビューペインの左側にあるオプションは、レビューを行うアイテムをフィルタ処理できる

多数の基準を提供します。
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レビューペインのアイテムをフィルタ処理する方法

1 ［モード］ドロップダウンリストで、レビューセットのアイテムの標準レビューを実行する

か、またはエスカレーションメッセージのレビューを実行するかを選択します。

［エスカレーションメッセージのレビュー］モードはエスカレーションレビューアのみが

利用可能です。エスカレーションレビューアは、さらに評価するためにその他のレ

ビューアによってエスカレーションされたアイテムを表示、マーク付けできます。

2 フィルタペインの先頭の［部門］ドロップダウンリストで、レビューセットにアイテムを表

示する部門またはフォルダを選択します。

3 ［アイテム］ドロップダウンリストで、レビューするアイテムのグループを選択します。オ

プションは次のとおりです。

このオプションでは、レビューセット内の特定の数のアイテ

ムを予約できます。作業が完了するまで、他のレビューアは

これらのアイテムを参照できません。

一時的な割り当て

このオプションでは、アイテムが他のレビューアに割り当て

られている場合でも、レビューセットのすべてのアイテムを

表示できます。

このオプションを使うと、他のレビューアの作業と重複するこ

とがあります。したがって、他のレビューアが同時に作業し

ていない場合、またはマーク付けせずにアイテムを参照す

る場合にのみこのオプションを選択することを推奨します。

すべてのアイテム

4 ［フィルタ］セクションでは、適用するファセット (アイテムの分類) を選択します。利用
可能な値を表示するには、ファセットの名前または名前の左側にある矢印をクリック

します。

次の表は利用可能なすべてのファセットをリストしたものです。

アイテムを送信した人の名前を基準にアイテムを選択しま

す。

Author

指定した期間に Compliance Accelerator がキャプチャし
たアイテムを選択します。

キャプチャ日
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Compliance Accelerator がアイテムをキャプチャしてレ
ビューセットに追加した方法を基準にアイテムを選択します。

オプションは次のとおりです。

■ ［検索］。検索後にキャプチャされたアイテムを選択しま

す。

■ ［ランダムサンプリング］。指定した監視ポリシーに従っ

て、Compliance Accelerator がキャプチャしてレビュー
セットに追加したアイテムを選択します。

■ ［アドホック］。リサーチフォルダに追加されたアイテムを

選択します。

■ ［保証されたサンプル検索］。保証されたサンプル検索

の結果を選択します。

キャプチャ方法

レビューアがコメントを追加したアイテムを選択します。コメント

作成された日付を基準にアイテムを選択します。日付

指定した方向に送受信されたアイテムを選択します。オプ

ションは次のとおりです。

■ ［内部］。作成者とすべての受信者が組織内部の人間で

あるアイテムを選択します。

■ ［外部インバウンド］。作成者が組織外部の人間で、受信

者のうち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテ
ムを選択します。

■ ［外部アウトバウンド］。作成者が組織内部の人間で、受

信者のうち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイ
テムを選択します。

Direction

アイテムをエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンしたユーザーを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション実行者

アイテムを担当するエスカレーションレビューアを基準にア

イテムを選択します。

エスカレーションメッセー

ジ所有者

アイテムがエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンされたかどうか、またはその後レビューアによってクローズ

されたかどうかを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション状態

アイテムに最後にマークを割り当てたレビューアを基準にア

イテムを選択します。

マーク付けの最終実行

者

アイテムの添付ファイルの数を基準にアイテムを選択します。添付ファイルの数

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使ったポリシーによっ

てアイテムを選択します。

ポリシー
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ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使ったポリシーの処

理によってアイテムを選択します。この処理は次のいずれか

です。

■ ［含める］(レビューセットのキャプチャを要求または提案
する)。

■ ［除外］(レビューセットのキャプチャを除外するか、キャ
プチャしないことを推進する)。

ポリシーの処理

1 つ以上のスケジュール設定済みの検索によりキャプチャ
されたアイテムを選択します。

スケジュール設定済みの

検索

1 つ以上の検索によりキャプチャされたアイテムを選択しま
す。

検索

サイズ (KB) を基準にアイテムを選択します。サイズ (KB)

アイテムの状態（［保留］、［問題あり］など）を基準にアイテム

を選択します。

状態

種類を基準にアイテムを選択します。種類

次の点に注意してください。

■ 各ファセット値にはハイパーリンクが設定されています。このハイパーリンクをク

リックすると、その値が選択され、それに応じてただちにアイテム一覧がフィルタ

処理されます。フィルタから削除するには、再びそのファセット値をクリックします。

同じファセット内で 1 つ以上の値がすでに選択されている場合は、別の値をク
リックすると他の値が選択解除されます。ただし、別のファセット内で選択されて

いる値は影響を受けません。

■ ファセット値の横にある数字は、一致するアイテムの数を示します。フィルタの適

用後、アイテム一覧に存在するアイテムの数を示す数字が Compliance
Accelerator によって更新されます。たとえば、最初の状態では、［作成者］ファ
セット値にレビューセット全体の一致するアイテムの数が表示されているとしま

す。その後、［状態］ファセット値を［未レビュー］に設定してからこのフィルタを適

用すると、［作成者］の値が更新され、各作成者の未レビューのアイテムの数の

みが表示されます。

ファセット値がイタリック体のフォントで表示される場合、一致するアイテムは現在

のアイテム一覧に存在しません。

■ 1 つのファセットに 2 つ以上の値を選択すると、Compliance Accelerator はい
ずれかの値に一致するアイテムを検索します。たとえば、［保留］と［問題あり］の

両方の値を選択することで、そのいずれかの状態にあるすべてのアイテムを表

示するように選択できます。

2 つ以上の異なるファセットに値を選択すると、Compliance Accelerator はす
べてのファセットに一致するアイテムを検索します。たとえば、［状態］の値に［保
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留］、［種類］の値に［Exchange］を選択すると、状態が［保留］で、かつ種類が
［Exchange］であるアイテムのみが一致します。

■ ファセットに選択可能な値が多数ある場合は、Compliance Accelerator は最も
関連のある値の簡略一覧を表示します。一覧の最後にある青いハイパーリンク

をクリックすることによって、さらに値をリストに追加できます。

■ レビューペインのアイテムのフィルタ処理で同じファセット設定を頻繁に使う場合

は、［事前設定］フィールドの右にある［保存］ボタンをクリックすることによって、

その設定を事前設定として保存できます。その後、ドロップダウンリストから事前

設定を選択することによってこの設定を簡単に適用できます。

■ ファセット値を右クリックすることによって、アイテムにマークを適用できます。たと

えば、特定の作成者を基準にすべてのアイテムにマーク付けするには、一覧に

あるその作成者の名前を右クリックしてから［アイテムをすべてマーク付け］をク

リックします。

5 フィルタペインの先頭で［適用］をクリックします。

アイテムへのレビューマークの割り当て
レビュー処理の一部として、レビューに問題がなかったこと、または問題があるため問い

合わせる必要があることを示す状態マークを各メッセージに割り当てます。

割り当てられた権限によって、一度に複数のメッセージに状態マークを割り当てることが

できるかどうかが決まります。一度に複数のメッセージにマーク付けするには、一括レビュー

処理適用権限が必要です。また、一度に 1 つのメッセージにマーク付けするには、レ
ビュー処理適用権限が必要です。デフォルトでは、コンプライアンススーパーバイザ、部

門レビューア、例外レビューアは両方の権限を所有します。

ヒント:

■ アイテムリストでは、未レビューアイテムのヘッダーは太字のフォントで表示されます。

■ 左ペインのオプションを右クリックして目的のマークを選択することによって、ある特定

のフィルタのオプションと一致するすべてのアイテムにすばやくマーク付けできます。

■ 一覧ビューのアイテムを右クリックすると、レビューセット内のアイテムに一括でマーク

付けする追加コマンドにアクセスできます。
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レビューマークをアイテムに割り当てる方法

1 レビューペインで、マークを付けるアイテムを選択します。

複数の隣接したアイテムを選択するには、最初のアイテムをクリックし、Shift キーを
押しながら最後のアイテムをクリックします。隣接していないアイテムを選択するに

は、最初のアイテムをクリックし、Ctrl キーを押しながら追加のアイテムをクリックしま
す。すべてのアイテムを選択するには、Ctrl+A を押します。

2 ペインの右下にある目的のマークをクリックします。しばらくすると、Compliance
Accelerator によってアイテムの状態が変更されます。

コメントのアイテムへの追加
アイテムにレビューマークを割り当てるだけでなく、コメントを追加できます。

割り当てられた権限によって追加できるコメントの種類が決まります。独自レビューコメン

ト追加権限がある場合には、自分自身の言葉でコメントを追加できます。標準レビューコ

メント追加権限を持つ場合には、事前設定済みの一覧から追加するコメントを選択できま

す。デフォルトでは、コンプライアンススーパーバイザ、部門レビューア、例外レビューア

のロールを持つユーザーに両方の権限が割り当てられます。

コメントをアイテムに追加するには

1 レビューペインで、コメントを追加する 1つ以上のアイテムを選択します。

2 権限レベルに応じて、ペインの下にある［コメント］フィールドに新しいコメントを入力

するか、事前定義済みコメントの一覧から選択します。

3 ［コメント］フィールドの右側にあるボタンをクリックします。

Compliance Accelerator はコメントを追加したことを示すためにアイテムリストの［存
在するコメント］列にコメントインジケータを表示します。

アイテムに割り当て済みのコメントを表示するために読み込みペインの下部で［コメ

ント］タブをクリックします。また、アイテムリストの列をカスタマイズしてアイテムのコメ

ントを表示する列を追加できます。

アイテムの履歴の表示
Compliance Accelerator では、選択アイテムにレビューアがマークやコメントを割り当て
た日時のような選択アイテムの履歴の情報に簡単にアクセスできます。

アイテムの履歴を表示するには

1 レビューペインで、履歴を表示するアイテムを選択します。

2 読み込みペインの下部で［履歴］タブをクリックします。

Compliance Accelerator は次の詳細を表示します。
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■ 件名、日付、送信者と受信者の詳細

■ Microsoft Exchange、Bloomberg などのアイテムの種類、アイテムの方向 (内
部、外部インバウンドまたは外部アウトバウンド)

■ Compliance Accelerator でアイテムをキャプチャした部門

■ Compliance Accelerator でアイテムをキャプチャした日時と方法

■ Compliance Accelerator 内のアイテムの ID

■ アイテムのアーカイブ元の場所

■ アイテムの処理状態の履歴。この履歴は、アイテムのプレビューまたは印刷可能

バージョンを表示したレビューア、アイテムの元のバージョンをダウンロードした

レビューア、マーク付けしたレビューア、およびレビューアがそれらを行った日時

を識別します。レビューセットからリサーチフォルダにコピーしたアイテムの履歴

を表示している場合、状態履歴リストで青になっているイベントは、フォルダにア

イテムをコピーする前に実行されました。

■ アイテムが評価またはエスカレーションされた日時に関する追加情報 (適切な権
限がある場合)

■ ポリシー管理ソフトウェアがアイテムのタグ付けに使ったポリシーとポリシー処理

■ SMTP アイテムの場合は、Enterprise Vault が X-header に追加した属性情報

アイテムの印刷可能バージョンの表示
印刷に適した形式でアイテムの内容を表示できます。

アイテムの印刷可能バージョンを表示する方法

1 レビューペインで、印刷するアイテムを選択します。

2 読み込みペインの下部で［印刷可能］タブをクリックします。

Compliance Accelerator はアイテムの印刷可能バージョンを表示します。

アーカイブからアイテムを削除した場合、Discovery Accelerator にそのメタデータ
が表示されますが、その内容は表示されません。

3 印刷のためにアイテムを送信するには閲覧ペインの先頭で［印刷］ボタンをクリックし

ます。

元のアイテムのダウンロード
アイテムから作成される HTML を表示するほかに、元の形式でコンピュータにアイテムを
ダウンロードできます。レビューアが割り当てたコメントなどの監査情報はダウンロードされ
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たアイテムには含まれません。アイテムと監査情報の両方を取得する場合は、Compliance
Accelerator からアイテムをエクスポートする必要があります。

アイテムをダウンロードするには、メッセージレビュー権限が必要です。デフォルトでは、

すべてのレビューアとスーパーバイザにこの権限が割り当てられています。

アイテムの元のバージョンをダウンロードする方法

◆ レビューペインで次のいずれかの操作をします。

■ ダウンロードするアイテムをクリックし、次に読み込みペインの上の［元のアイテム

の表示］ボタンをクリックします。

■ アイテムを右クリックして［元の表示］をクリックします。

Compliance Accelerator によってアイテムがコンピュータにダウンロードされ、適切
なアプリケーションを使って表示されます。

クリップボードへのアイテムリストのコピー
アイテムリストの 1 行またはすべての行を Windows のクリップボードにコピーして、
Microsoft Excel などの表計算アプリケーションに貼り付けることができます。コピー情報
には、各アイテムの Enterprise Vault 保存セット ID など、Compliance Accelerator のリ
ストには表示されない追加情報が含まれます。アイテムリストの一部の列を非表示に設定

したとしても、すべての情報がコピーされます。

クリップボードへアイテムリストをコピーする方法

1 レビューペインで次のいずれかの操作をします。

■ アイテムリストの単一行をコピーするには、行を右クリックして［アイテムの詳細を

クリップボードにコピーします］をクリックします。

■ すべての行をコピーするには、最初に Ctrl+A を押してすべての行を選択しま
す。それから右クリックして［アイテムの詳細をクリップボードにコピーします］をク

リックします。

2 情報を貼り付けるアプリケーションを開きます。

3 通常の方法で情報を貼り付けます。

アイテムのエスカレーション
Compliance Accelerator では、さらに評価するためにエスカレーションレビューアと呼ば
れる 1 つ以上レベルが高い権限のレビューアに、レビュー対象のアイテムをエスカレー
ションできます。アイテムをエスカレーションした後は、権限によって許可されるレビュー

処理を引き続き実行できます。たとえば、必要な権限があれば、レビューマークを割り当

てたり、エスカレーションされたアイテムにコメントを追加したりできます。ただし、エスカ
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レーションレビューアがこのエスカレーションアイテムをオープンしている間はアイテムを

再びエスカレーションできません。

すべてのエスカレーションアイテムはすべてのエスカレーションレビューアに表示されま

す。

アイテムをエスカレーションするには、メッセージエスカレーション権限が必要です。デフォ

ルトでは、例外レビューアと部門レビューアにこの権限が割り当てられています。

アイテムをエスカレーションする方法

1 レビューペインで、エスカレーションする 1つ以上のアイテムを選択します。

2 ペインの右下にある［エスカレーション］ボタンをクリックします。

3 アイテムを割り当てる一人以上のエスカレーションレビューアを選択します。［デフォ

ルト］オプションを選択すると、Compliance Accelerator は、部門内でデフォルトで
指定されているレビューアにエスカレーションアイテムを割り当てます。

4 ［OK］をクリックします。

エスカレーションアイテムの他のエスカレーションメッセージレビューアへ
の割り当て

エスカレーションメッセージレビューアは、別のエスカレーションメッセージレビューアがそ

のアイテムの所有権を持つように、自分宛てにエスカレーションされたアイテムを再割り当

てできます。他のエスカレーションメッセージレビューアは、エスカレーションアイテムの所

有権がなくてもアイテムを処理できます。ただし、Compliance Accelerator ではレビュー
セットのフィルタ処理ができるのはエスカレーションアイテムの所有者であるため、所有権

を再割り当てすることによって、重要でないアイテムを取り除くことができます。

エスカレーションアイテムを別のエスカレーションメッセージレビューアに割り当てる方法

1 レビューペインの左の ［モード］ ドロップダウンリストで、 ［エスカレーションメッセージ
のレビュー］ が選択されていることを確認します。

2 別のレビューアに割り当てる 1 つ以上のアイテムを選択します。

3 ペインの右下にある ［別のレビューアに割り当てます］ ボタンをクリックします。

4 アイテムを割り当てる一人以上のエスカレーションレビューアを選択します。［デフォ

ルト］オプションを選択すると、Compliance Accelerator は、部門内でデフォルトで
指定されているエスカレーションレビューアにアイテムを割り当てます。

5 ［OK］ をクリックします。

エスカレーションアイテムのクローズ
エスカレーションレビューアは、作業が終了したらエスカレーションアイテムをクローズす

ることができます。クローズしたアイテムは別のエスカレーションレビューアに表示されま
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すが、他のエスカレーションレビューアは、部門レビューアがアイテムを再エスカレーショ

ンしないと、処理を実行できません。

エスカレーションアイテムをクローズする方法

1 レビューペインの左の［モード］ドロップダウンリストで、［エスカレーションメッセージ

のレビュー］が選択されていることを確認します。

2 クローズする 1 つ以上のアイテムを選択します。

3 ペインの右下にある［クローズ］ボタンをクリックします。

レビューペインの概観の変更
作業方法に合うように、またアイテムをすばやく見つけるのに役立つように、レビューペイ

ンの外観をカスタマイズできます。

表 3-1 レビューペインをカスタマイズする方法

操作用途

アイテムリストの上の［レビュー画面の展開］ボタンをク

リックします。

利用可能空間を占有するためにレビュー

ペインを展開します。

次にアイテムリストの上の［表示］をクリックし、［読み込

みペインのレイアウト］をポイントし、目的の位置を選択

します。

メインウィンドウの下部か右側に読み込みペインを置

くか、またはそれをメインウィンドウから取り外し、新し

いウィンドウで内容を表示することができます。

読み込みペインの位置を変更します。

アイテムリストの上の［表示］をクリックし、［読み込みペ

インのテキストのサイズ］をポイントし、目的のサイズを

選択します。

読み込みペインのテキストのサイズを変更

します。

アイテムリストの列見出しを右クリックし、［列を選択］を

ポイントし、表示または非表示にする列を選択します。

それから［変更を適用］をクリックします。

アイテムリストの列を表示または非表示に

します。

列のエントリによってアイテムをソートするためにアイ

テムリストの列見出しをクリックします。

列見出しの矢印の方向はエントリがソートされるのは

昇順かまたは降順かを示します。

アイテムリストのアイテムをソートします。

アイテムリストの上の［グループ］フィールドで目的のオ

プションを選択します。

グループの左側にある矢印をクリックしてグループの

アイテムを表示または非表示にします。

日付、作成者、件名、またはポリシー処理

によってアイテムをグループ化します。
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操作用途

アイテムリストの下の［ページサイズ］フィールドで、対

象となるアイテムの数を選択します。

1 ページに表示するアイテムの最大数を指
定します。

レビューペインのユーザー設定の設定
Compliance Accelerator が提供する広範な機能を使って、レビューペインの外観と操
作をカスタマイズできます。

レビューペインのユーザー設定を設定する方法

1 レビューペインのヘッダー領域の［レビュー設定］ボタンをクリックします。

［レビュー設定］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［全般］タブで目的のオプションを選択します。オプションは次のとおりです。

選択すると、Compliance Accelerator を起動したときにレ
ビューペインに直接進むことができます。

アプリケーションの起動時にレ

ビュー画面を表示する

選択すると、アイテム一覧のアイテムにデフォルトのフィルタ

のオプションが適用されます。

アプリケーションの起動時にデ

フォルトの事前設定を適用する

選択すると、レビューペインのためのデフォルトオプションと

して現在のフィルタのオプションを保存します。

終了時に現在の事前設定をデ

フォルトとして保存

選択すると、アイテムにマーク付けするときに、Compliance
Accelerator によってリストの次のアイテムが自動的に表示
されます。

マーク付け後、次のアイテムに

移動
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レビューペインで表示できるアイテム数の制限を設定しま

す。

表示するアイテムの最大数

3 ［表示］タブで目的のオプションを選択します。オプションは次のとおりです。

レビューペインのすべてのボタンとラベルで使うフォントを設

定します。

フォント

アイテム一覧で使うフォントを設定します。アイテム一覧のフォント

読み込みペインで使うフォントを設定します。読み込みペインのフォント

Compliance Accelerator が単一行または複数行のどちら
のレイアウトで一覧にアイテムを表示するかを指定します。

複数行レイアウトでは、アイテム情報は 2 行以上で表示さ
れます。最初の行には送信者が表示され、2 行目にはアイ
テムのヘッダーの［件名］フィールドのテキストが表示されま

す。

［自動］を選択すると、単一行でヘッダーを表示するには画

面の領域が不足している場合に Compliance Accelerator
は自動的に複数行レイアウトに切り替えます。

アイテム一覧の表示の種類

検索語のハイライトを有効または無効にします。読み込みペインの検索語をハ

イライト

レビューペインのテキスト入力フィールド (［コメント］フィール
ドなど) に文字を入力するときの動作を指定します。このオ
プションを選択すると、文字を入力する際に別のポップアッ

プウィンドウにその文字が表示されます。これによって、新

しい文字の入力時にも前の文字は表示されたままになるた

め、一度にすべての文字を表示できます。

テキスト入力にポップアップを使

う

選択すると、プレビューペインの下にある処理ボタンのテキ

ストラベルは削除されます。

処理ボタンのテキストを表示し

ない

選択すると、現在のアイテムのアーカイブ元の場所に関す

る追加情報がプレビューペインの上に表示されます。

読み取りペインに元の場所を表

示する

4 ［OK］をクリックします。
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リサーチフォルダを使った作
業

この章では以下の項目について説明しています。

■ リサーチフォルダについて

■ リサーチフォルダの作成

■ リサーチフォルダのプロパティの編集

■ アイテムのリサーチフォルダへのコピー

■ リサーチフォルダのアイテムのレビュー

■ リサーチフォルダからのアイテムのエクスポート

■ リサーチフォルダへのアクセス権の付与

■ 部門レビューセットへのリサーチフォルダ内アイテムのコミット

■ リサーチフォルダからのアイテムの削除

■ フォルダの削除

リサーチフォルダについて
1 つ以上のリサーチフォルダを作成すると、他のレビューアに追加の作業をさせることな
く、対象となるアイテムのみを作業できます。たとえば、インサイダー取引の疑いのある事

実を追跡しているとします。大量の検索結果を他のレビューアが参照できるレビューセッ

トに追加せずに、リサーチフォルダから検索を実行し、その結果をリサーチフォルダに格

納できます。そして、通常の方法でアイテムをレビューしてマーク付けしたり、オフライン

でレビューするためにそのアイテムをエクスポートしたりすることができます。

4



最終的にアイテムのレビューを完了したら、他のレビューアが参照できるように部門レ

ビューセットにアイテムをコミットできます。

必要に応じて、他のユーザーと一緒にレビューを行えるように、他のユーザーに自分のリ

サーチフォルダへのアクセス権を付与することもできます。ユーザーに付与された権限に

よって、フォルダからアイテムをエクスポートできるかどうか、アイテムを検索して追加でき

るかどうか、アイテムをレビューしてマーク付けできるかどうかが決まります。

リサーチフォルダの作成
Compliance Accelerator ではフォルダを作成するためのいくつかの方法を提供してい
ます。次に説明する方法の他にも、検索基準を定義するとき、検索結果を受け入れると

き、アイテムをレビューするときにも新しいフォルダを作成できます。

リサーチフォルダを作成するには

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、［すべてのリサーチ］をクリックします。

3 ウィンドウの先頭で［新規作成］をクリックします。

フォルダのプロパティペインが表示されます。
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4 ［名前］フィールドで、フォルダ名を入力します。

5 ［部門］フィールドで、フォルダを関連付けする部門を選択します。この部門でのアド

ホック検索実行権限が必要です。

6 フォルダからエクスポートするアイテムを格納する場所を指定します。

7 ［保存］をクリックします。

リサーチフォルダのプロパティの編集
フォルダのプロパティを変更する必要がある場合は、次の手順に従ってプロパティを変更

できます。他のユーザーのフォルダの名前を変更する場合は、そのフォルダの所有権が

必要です。

リサーチフォルダのプロパティを編集する方法

1 ［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、編集するフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］をクリックします。

4 必要に応じてフォルダを編集します。

5 ［保存］をクリックします。

アイテムのリサーチフォルダへのコピー
アイテムの詳細なリサーチを行うために、レビューセットから個人用フォルダにアイテムを

コピーできます。そのアイテムをレビューしてマーク付けし、オフラインでレビューするため

にアイテムをエクスポートしたり、コピーされたアイテムに関連するアイテムを検索したりす

ることができます。

アイテムをレビューセットから自分のフォルダにコピーするには、その部門のアドホック検

索実行権限が必要です。デフォルトでは、コンプライアンススーパーバイザ、部門レビュー

ア、例外レビューアにこの権限が割り当てられています。

アイテムをリサーチフォルダにコピーする方法

1 レビューペインで、フォルダにコピーする 1つ以上のアイテムを選択します。

複数の隣接したアイテムを選択するには、最初のアイテムをクリックし、Shift キーを
押しながら最後のアイテムをクリックします。隣接していないアイテムを選択するに

は、最初のアイテムをクリックし、Ctrl キーを押しながら追加のアイテムをクリックしま
す。すべてのアイテムを選択するには、Ctrl+A を押します。

2 プレビューペインで［処理］をクリックして、［コピー］をポイントします。

3 アイテムをコピーするコピー先フォルダを選択します。
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4 選択したアイテムのみをコピーするか、レビューセット内のすべてのアイテムをコピー

するかを選択します。

5 ［コピー］をクリックします。

リサーチフォルダのアイテムのレビュー
フォルダ内のアイテムは、レビューセット内のアイテムをレビューする方法とまったく同じ方

法でレビューできます。

いずれのケースも、アイテムにレビューマークとコメントを適用し、さらに評価するためにそ

のアイテムをエスカレーションレビューアにエスカレーションさせることができます。ただし、

フォルダ内のアイテムを評価済みとしてマーク付けすることはできません。

メモ: フォルダからエスカレーションするすべてのアイテムは、関連付けられている部署の
レビューセットに自動的にコミットされます (アイテムがそこに存在していない場合)。

フォルダのアイテムをレビューするには、そのフォルダのレビュー権限が必要です。デフォ

ルトでは、フォルダフルコントロールロールまたはフォルダレビューロールを持つユーザー

にこの権限が割り当てられます。

リサーチフォルダのアイテムをレビューする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、レビューするアイテムのフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 ［レビューに移動］をクリックします。

5 レビューペインで、通常の方法でアイテムをレビューします。

p.26 の 「レビューペインについて」 を参照してください。

リサーチフォルダからのアイテムのエクスポート
アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に証拠として提示する場合は、アイテムを

エクスポートする必要があります。アイテムは PST、Domino NSF データベース、HTML、
MSG、ZIP などのいくつかの形式でエクスポートできます。 HTML 形式でエクスポートす
ると、各アイテムのレビューマーク情報もエクスポートされます。

アイテムは、エクスポートしても状態が変わらないため、エクスポート後も処理を続けるこ

とができます。

フォルダからアイテムをエクスポートするには、そのフォルダのメッセージエクスポート権

限が必要です。デフォルトでは、フォルダフルコントロールロールまたはフォルダエクス

ポートロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。
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リサーチフォルダからアイテムをエクスポートするには

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、一部のアイテムをエクスポートするフォルダをクリックします。

3 ［エクスポート］タブをクリックします。

4 ［新規作成］をクリックします。

5 実行に必要な詳細情報とフィルタ情報を入力します。

メモ: エスカレーションしたアイテムをエクスポート用に選択するためにフィルタを使
うことはできません。エスカレーションしたアイテムは関連付けられている部署のレ

ビューセットにコピーされます (アイテムがそこに存在していない場合)。ただし、この
処理によって、リサーチフォルダの元のバージョンにエスカレーション済みのマーク

は付けられません。

Compliance Accelerator は、クライアントを実行するコンピュータのフォルダではな
く、Compliance Accelerator サーバーのフォルダにアイテムをエクスポートします。
同じ出力フォルダとエクスポート実行名を使って複数回実行すると、Compliance
Accelerator は実行するたびにレポート概略を上書きします。そのため、実行するご
とに異なる名前を設定することを推奨します。

出力フォルダパスには最大 100 文字まで入力できます。

6 ［適用］をクリックします。

7 特定の数のアイテムをエクスポートするために［OK］をクリックします。

8 処理が終了するのをしばらく待ってから、Compliance Accelerator サーバーの出
力フォルダを参照し、エクスポートされたアイテムを取り込みます。

リサーチフォルダへのアクセス権の付与
他のユーザーにロールを割り当てることによって、他のユーザーに自分のフォルダへの

アクセス権を付与できます。たとえば、フォルダのアイテムのレビューとマーク付けを行う

ユーザーは、そのフォルダのレビューロールを持っている必要があります。他のロールで

は、フォルダからアイテムをエクスポートすることと、新しいアイテムを検索してフォルダに

追加することができます。フルコントロールロールでは、これらのすべての権限が 1 つの
ロールに統合されます。

他のユーザーに自分のフォルダへのアクセス権を付与するには、そのフォルダのロール

の割り当て権限が必要です。デフォルトでは、フォルダフルコントロールロールを持つユー

ザーにこの権限が割り当てられます。
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リサーチフォルダへのアクセス権を他のユーザーに付与する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、アクセス権を付与するフォルダをクリックします。

3 ［ロールの割り当て］タブをクリックします。

4 ロールを割り当てるユーザーの名前をクリックします。

ユーザーがリストに表示されなければ、ペインの先頭で［追加］をクリックし、次にそ

れに追加するユーザーを選択します。

5 右ペインで次のいずれかの操作をします。

■ 新しいロールを割り当てるために［追加］をクリックします。

■ 選択したロールを削除するために［削除］をクリックします。

6 ［保存］をクリックします。

部門レビューセットへのリサーチフォルダ内アイテムのコ
ミット

リサーチフォルダでアイテムの作業を終えると、すべての部門レビューアが参照できるよ

うに、そのアイテムを部門レビューセットにコミットできます。Compliance Accelerator で
は、アイテム本体のほかに、アイテムに適用したすべてのレビューマーク、評価マーク、コ

メントがコミットされます。実際は、何らかの方法でマーク付けされたアイテムのみがコミッ

トできます。［未レビュー］状態のアイテムはコミットできません。

コミットするアイテムの種類に応じて、評価済みフォルダメッセージコミット権限またはレ

ビュー済みフォルダメッセージコミット権限が必要です。デフォルトでは、フルコントロール

ロールまたはメッセージコミットロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

部門レビューセットにリサーチフォルダ内のアイテムをコミットする方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、コミットするアイテムのフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 ［レビューに移動］をクリックします。

5 レビューペインで、コミットする 1 つ以上のアイテムを選択します。

隣接した複数のアイテムを選択するには、Shift キーを押しながら範囲内の最初と最
後のアイテムをクリックします。隣接していない複数のアイテムを選択するには、Ctrl
キーを押しながら目的のアイテムをクリックします。

6 プレビューペインの下で［フォルダから部門にアイテムをコミットします］ボタンをクリッ

クします。
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7 アイテムのほかに、アイテムに適用されたすべてのレビューマーク、評価マーク、コ

メントをコミットするかどうか選択します。

また、選択アイテムのみをコミットするか部門のすべてのアイテムをコミットするか、部

門レビューセットにアイテムをコミットした後、フォルダからそれらを削除するかどうか

も選択できます。

8 ［コミット］をクリックします。

リサーチフォルダからのアイテムの削除
アイテムが不要になった場合、そのアイテムをリサーチフォルダから削除できます。

アイテムにレビューマークやコメントを適用している場合、Compliance Accelerator で
は、アイテムを削除する前にそのアイテムを部門レビューセットにコミットするオプションが

表示されます。

リサーチフォルダからアイテムを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、削除するアイテムがあるフォルダをクリックします。

3 ［プロパティ］タブをクリックします。

4 ［レビューに移動］をクリックします。

5 レビューペインで、削除する 1 つ以上のアイテムを選択します。

隣接した複数のアイテムを選択するには、Shift キーを押しながら範囲内の最初と最
後のアイテムをクリックします。隣接していない複数のアイテムを選択するには、Ctrl
キーを押しながら目的のアイテムをクリックします。

6 プレビューペインの下にある［削除］ボタンをクリックします。

7 選択したアイテムのみを削除するか、フォルダ内のすべてのアイテムを削除するか

を選択します。

また、アイテムを削除する前に、部門レビューセットにレビューマーク、評価マーク、

コメントをコミットするかどうかも選択できます。

8 ［削除］をクリックします。

フォルダの削除
フォルダが不要になった場合、そのフォルダを削除できます。

フォルダを削除するには、フォルダ削除権限が必要です。
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フォルダを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［リサーチ］タブをクリックします。

2 左ペインで、［すべてのリサーチ］をクリックします。

3 削除する 1 つ以上のフォルダを選択します。

複数の隣接したフォルダを選択するには、最初のフォルダをクリックし、Shift キーを
押しながら最後のフォルダをクリックします。隣接していないフォルダを選択するに

は、最初のフォルダをクリックし、Ctrl キーを押しながら追加のフォルダをクリックしま
す。すべてのフォルダを選択するには、Ctrl+A を押します。

4 ［削除］をクリックします。

5 続行する場合は、［フォルダの削除］をクリックします。
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アイテムのエクスポート

この章では以下の項目について説明しています。

■ アイテムのエクスポートについて

■ エクスポート実行

■ 同時エクスポート実行数の制限について

■ 例外従業員のレビューセットからのアイテムのエクスポート

■ エクスポート ID を Microsoft Outlook で表示

アイテムのエクスポートについて
アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に証拠として提示する場合は、アイテムを

Compliance Accelerator からエクスポートする必要があります。 Compliance Accelerator
は内容のエクスポート用に多数のファイル形式をサポートしています。すべての内容を、

元の形式で、または内容から作成される HTML としてエクスポートできます。

特定の種類のコンテンツのエクスポートの制限事項
特定の種類のコンテンツを HTML 形式でエクスポートする際には、次の制限事項に注
意します。

■ 電子メールメッセージに埋め込まれたイメージは、これらのメッセージの HTML エク
スポートでは正しく表示されない場合があります。最適な結果を得るために、埋め込

みイメージが含まれるメッセージを元の形式でエクスポートするか、単一の個人用フォ

ルダ (.pst) ファイルにカプセル化することをお勧めします。

■ Skype for Business の通信には、ユーザーが会議中に共有するホワイトボードと投
票を含めることができます。この会議の 2 つの機能のコンテンツは、Enterprise Vault
がインデックスを作成できない Microsoft 社独自の XML フォーマットで保存されま
す。その結果、Compliance Accelerator レビューセットからホワイトボードの HTML
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レンダリングをエクスポートすると、その内容は空白になります。同様に、投票の HTML
エクスポートにも、投票の質問に対する回答は含まれませんが、質問自体は含まれま

す。

エクスポート実行
アイテムをオフラインでレビューしたり、第三者に証拠として提示する場合は、アイテムを

Compliance Accelerator からエクスポートする必要があります。出力形式は PST、Domino
NSF データベース、HTML、MSG、ZIP などの複数の形式から選択できます。アイテム
自身およびその処理状態の履歴の両方をエクスポートする場合は HTML にエクスポー
トします。この履歴は、アイテムのプレビューまたは印刷可能バージョンを表示したレビュー

ア、アイテムの元のバージョンをダウンロードしたレビューア、マーク付けしたレビューア、

およびレビューアがそれらを行った日時を識別します。

選択アイテムをエクスポートすることに加えて、Compliance Accelerator はまた HTML
形式、平文形式と XML 形式のレポートを出力します。3 つのすべてのレポートには、エ
クスポートしたアイテムが一覧表示されます。さらに、HTML レポートではそれらのアイテ
ムへのハイパーリンクが提供されます。

部門からアイテムをエクスポートするには、メッセージエクスポート権限が必要です。デ

フォルトでは、部門内のすべてのレビューアとスーパーバイザにこの権限が割り当てられ

ています。ただし、エスカレーションアイテムをエクスポートするオプションは、エスカレー

ションメッセージエクスポート権限を持つユーザーのみが利用可能です。デフォルトでは、

エスカレーションレビューアロールを持つユーザーにこの権限が割り当てられます。

エクスポートを実行する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左ペインで、アイテムをエクスポートする部門をクリックします。

Compliance Accelerator によって大量の部門が一覧表示される場合は、ペインの
上部のフィールドを使って一覧をフィルタ処理できます。部門を名前でフィルタ処理

するだけでなく、それらと関連付けされるリサーチフォルダを一覧表示するかどうか

を選択できます。

3 ［エクスポート］タブをクリックします。

4 ウィンドウの先頭で［新規作成］をクリックします。

［エクスポートの詳細］ペインが表示されます。
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5 ［名前］フィールドで、実行の名前を入力します。

ここに指定する名前は Compliance Accelerator が実行からの出力を格納するサ
ブフォルダの名前になります。

6 ［出力フォルダ］フィールドで、実行からの出力を格納する Compliance Accelerator
サーバーのフォルダへのパスを入力します。

フォルダパスには最大 100 文字まで入力できます。

Compliance Accelerator は、指名したフォルダのサブフォルダの実行からの出力
を保存します。

7 ［アイテムの選択］フィールドで、エクスポートするアイテムを選択します。

オプションは次のとおりです。

エクスポートする各アイテムの ID を指定します。アイテムの
ID を指定するには、レビューペインのアイテムを表示しま
す。

アイテム ID

Microsoft Exchange または Domino のような種類によっ
てアイテムを選択します。

メッセージの種類
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特定の方向に送受信されているアイテムを選択します。メッセージの方向

キャプチャされ、監視ポリシーによりレビューセットに追加さ

れたアイテム（［ランダムサンプリング］）または検索結果とし

てキャプチャされたアイテム（［検索］）を選択します。

キャプチャ方法

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使ったポリシーの処

理によってアイテムを選択します。

この処理は次のいずれかです。［含める］（キャプチャを要

求または提案する）、［除外］（キャプチャを除外するか、キャ

プチャしないことを推進する）、［処理なし］（アイテムは通常

のランダムサンプリングの対象である）。

ポリシーの処理

指定した期間に Compliance Accelerator がキャプチャし
たアイテムを選択します。

キャプチャ日

特定の検索によりキャプチャされたアイテムを選択します。検索

アイテムの処理状態（［未レビュー］、［保留］、［問題あり］な

ど）を基準にアイテムを選択します。

現在の処理状態

アイテムに最後にレビューマークを割り当てたユーザーを

基準にアイテムを選択します。

現在の処理状態作成者

アイテムがエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンされたかどうか、その後レビューアによってクローズされた

かどうかを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション状態

アイテムを担当するエスカレーションレビューアを基準にア

イテムを選択します。

エスカレーションメッセージ所有

者

アイテムをエスカレーションレビューア宛てにエスカレーショ

ンしたユーザーを基準にアイテムを選択します。

エスカレーション実行者

スーパーバイザによる評価が行われたかどうかを基準にア

イテムを選択します。このオプションは、評価状態適用権限

を持つスーパーバイザに対してのみ表示されます。

現在の評価状態

アイテムに最後にマークを割り当てたスーパーバイザを基

準にアイテムを選択します。このオプションは、評価状態適

用権限を持つスーパーバイザに対してのみ表示されます。

現在の評価状態作成者

ポリシー管理ソフトウェアがタグ付けに使った特定のポリシー

によってアイテムを選択します。

ポリシー

8 Exchange または SMTP ジャーナルアイテムのジャーナルエンベロープ (P1) の受
信者情報をエクスポートレポートに含める場合は、［ジャーナル受信者をレポートに

53第 5 章 アイテムのエクスポート
エクスポート実行



含める］を選択します。これには、受信者が［宛先］、［CC］、［BCC］のいずれのフィー
ルドで指定されているかに関係なく、各アイテムのすべての受信者がリストされます。

Compliance Accelerator では、 Domino ジャーナルアイテムの受信者情報は含ま
れません。

9 アイテムを元の形式でエクスポートするか、HTML としてエクスポートするか、ZIP
ファイルで収集するかを選択します。

■ ［元の種類］をクリックすると Microsoft Exchange アイテムは個別の MSG ファ
イルとして出力し、SMTP アイテムは個別の EML ファイルとして出力するか、ま
たは個人用の単一フォルダの（.pst）ファイルにすべてカプセル化できます。

［PST］をクリックすると、Compliance Accelerator にファイルのパスワードと最大
ロールオーバーサイズを設定できる追加オプションが複数表示されます。 パス
ワードは英数字のみを含むことができます。 各 PST ファイルのデフォルトサイズ
は 600 MB です。20 GB を超えることはできません。

■ ［HTML］をクリックすると、Compliance Accelerator にコメントや処理状態の履
歴を含めることを選択できる追加オプションが複数表示されます。この履歴は、

各アイテムのプレビューまたは印刷可能バージョンを表示したレビューア、アイ

テムの元のバージョンをダウンロードしたレビューア、マーク付けしたレビューア、

およびレビューアがそれらを行った日時を識別します。

■ ［Zip］をクリックすると、各 ZIP ファイルの最大ロールオーバーサイズを設定でき
ます。 デフォルトは 1024 MB （1 GB）です。
ZIP ファイルにすべての種類のアイテムをエクスポートできます。 ただし、Domino
アイテムをエクスポートする場合は最初に Compliance Accelerator でアイテム
を Domino NSF データベースに収集してから ZIP ファイルに追加します。

10 ［エクスポートするアイテムの数］フィールドでは、必要なアイテムの数を入力します。

Compliance Accelerator が最も古いアイテムをエクスポートすることに注意してくだ
さい。たとえば、100 のアイテムをエクスポートすることを選択した場合、Compliance
Accelerator は選択したオプションと一致する 100 の最も古いアイテムをエクスポー
トします。

11 ファイルシステムアイテムまたは Domino アイテムをエクスポートするときに、変更ま
たは誤って削除できないようにそれらのアイテムを読み取り専用にする場合は、［読

み取り専用］を選択します。

12 ［適用］をクリックします。

13 エクスポートが終了したら、Compliance Accelerator サーバーの出力フォルダを開
いて、エクスポートされたアイテムを取り込みます。また、このフォルダはエクスポート

したアイテムをリストするレポートを含んでいます。
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同時エクスポート実行数の制限について
デフォルトでは、4 つまでの実行を同時に行うことができます。追加の実行を行おうとした
場合、Compliance Accelerator はアクティブな実行のいくつかを完了するまでキューに
それらを保持します。それからそれらを開始した順序で追加の実行を行います。実行の

最大数がすでに進行中の間、優先度が高い実行を行う必要があれば、開始できるように

Compliance Accelerator の管理者にそれらの実行の 1 つを停止するように頼むことが
できます。

Compliance Accelerator 管理者は次の［エクスポート/提出物生成］設定オプションを設
定することによって行うことが可能である同時実行の最大数を変更できます。

■ 提出物生成実行ごとの提出物生成スレッドの数

■ カスタマーごとの提出物生成スレッドの総数

これらの設定オプションにアクセスするには、Compliance Accelerator クライアントの［設
定］タブをクリックし、次に［設定値］タブをクリックします。行うことができる同時実行の最大

数は［カスタマーごとの提出物生成スレッドの総数］を［提出物生成実行ごとの低提出物

生成スレッドの数］で割ったものです。

例外従業員のレビューセットからのアイテムのエクスポー
ト

例外従業員のレビューセットからアイテムをエクスポートする手順は、標準的なエクスポー

ト手順とは少し異なります。

例外従業員のレビューセットからアイテムをエクスポートするには

1 Compliance Accelerator クライアントの［部門］タブをクリックします。

2 左の［部門］のペインで、フィルタのオプション［例外の表示］を選択します。

3 エクスポートするアイテムがある例外従業員の名前をクリックします。

4 ［エクスポート］タブをクリックします。

5 通常の方法で新しいエクスポート実行を作成します。

6 エクスポートが終了したら、出力フォルダを参照し、エクスポートされたアイテムを取

り込みます。

エクスポート ID を Microsoft Outlook で表示
エクスポートされた個人用フォルダ (.pst) ファイルを Microsoft Outlook で表示する場
合に、Compliance Accelerator が各アイテムに割り当てたエクスポート ID が表示される
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と便利な場合があります。Outlook の表示にカスタムの列を追加すると、この ID を表示
できます。

エクスポート ID を Microsoft Outlook で表示する方法

1 Outlook でエクスポートされた .pst ファイルを開きます。

2 Outlook の列見出しを右クリックし、［フィールドの選択］をクリックします。

3 ［新規作成］をクリックします。

4 ［新しいフィールド］ダイアログボックスの［名前］フィールドに「通し番号」を入力して、

［OK］をクリックします。

5 ［フィールドの選択］ダイアログボックスを閉じます。

6 Outlook の列見出しを右クリックし、［現在のビューの編集］をクリックします。

7 ［フィールド］をクリックして、［対象となるフィールドグループ］の一覧を選択し、［ユー

ザー定義フィールド］を選択します。

8 表示されたフィールドの一覧に通し番号を追加し、［OK］を 2 回クリックしてダイアロ
グボックスを閉じます。
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レポートの作成と表示

この章では以下の項目について説明しています。

■ Compliance Accelerator レポートについて

■ Compliance Accelerator レポートの作成

■ 利用可能な Compliance Accelerator のレポート

■ 既存のレポートの表示

■ レポートの削除

■ OData Web サービスを使った Compliance Accelerator データセットの表示につい
て

Compliance Accelerator レポートについて
Compliance Accelerator では、Compliance Accelerator ユーザーのロールと担当、レ
ビューアとスーパーバイザの進捗状況に関する広範なレポート機能が提供されます。

レポートを印刷するほかに、XML、カンマ区切り値（CSV）、Acrobat（PDF）、Web アー
カイブ（MHTML）、Excel、TIFF を含む多数の形式でレポートをエクスポートできます。

Compliance Accelerator レポートの作成
新しいレポートを生成するには、レポート表示権限が必要です。デフォルトで、部門ロー

ルのほとんどのユーザーにこの権限があります。

Compliance Accelerator レポートを作成する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［レポート］タブをクリックします。

2 ウィンドウの左上で［新規作成］をクリックします。
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3 ［種類］フィールドで、作成するレポートの種類を選択します。

p.58 の 「利用可能な Compliance Accelerator のレポート」 を参照してください。

場合によっては、レポートの種類を選択すると、追加のフィールドが表示され、レポー

トの範囲を定義できます。

4 ［名前］フィールドで、50 文字までを含む重複しない名前を入力します。

5 必要であれば、250 文字までを含む省略可能な説明を入力します。

6 残りのレポートのパラメータを設定し、［適用］をクリックします。

7 Compliance Accelerator がレポートを生成したら、それを表示するために左ペイン
のレポート名をダブルクリックします。

利用可能な Compliance Accelerator のレポート
表 6-1 では、Compliance Accelerator に用意されているレポートについて説明します。

表 6-1 利用可能な Compliance Accelerator のレポート

表示内容レポート名

各コンプライアンススーパーバイザが担当する部門。レポートに

は、これらの各部門のレビューアも一覧表示されます。

p.60 の 「［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポート」 を
参照してください。

［コンプライアンススーパーバイ

ザの担当］レポート

選択した各部門に対するレビュー設定とロールの割り当てに関

する情報。

p.60 の 「［部門ロールの詳細］レポート」 を参照してください。

［部門ロールの詳細］レポート

選択した各部門に対するレビュー設定の概略。

p.61 の 「［部門ロールの概略］レポート」 を参照してください。

［部門ロールの概略］レポート

選択したサンプリング期間における、選択した部門の監視対象従

業員のサンプリングアクティビティに関する情報。

p.62 の 「［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポート」 を参照
してください。

［部門ごとの差分サンプリングの

概略］レポート

選択したユーザーにロールが割り当てられているすべての部門

および割り当てられているロール。

p.63 の 「［ユーザーごとの実効ロール］レポート」 を参照してくだ
さい。

［ユーザーごとの実効ロール］レ

ポート
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表示内容レポート名

選択した部門または従業員について、必要な数と割合のランダ

ムにサンプリングされたアイテムがキャプチャされ、レビューされ

たという証拠。

p.63 の 「［部門/従業員ごとの message type レビューの証拠］
レポート」 を参照してください。

［部門/従業員ごとのレビューの
証拠］レポート

選択した部門について、未レビューまたはレビュー保留のいずれ

かであるアイテムの数。

p.64 の 「［部門ごとのアイテムの経過時間］レポート」 を参照して
ください。

［部門ごとのアイテムの経過時

間］レポート

選択した各部門および例外従業員について、サンプリングされた

アイテムの合計数とアイテムの種類ごとの詳細。

p.64 の 「［メッセージの統計の概略］レポート」 を参照してくださ
い。

［メッセージの統計の概略］レ

ポート

各部門でレビュー用に Compliance Accelerator でキャプチャし
たアイテムの数と、種類ごとの詳細。

p.65 の 「［メッセージの概略］レポート」 を参照してください。

［メッセージの概略］レポート

各監視対象従業員について、レビューのためにキャプチャされ

たアイテムの数。

p.65 の 「［部門ごとの監視対象 ID］レポート」 を参照してくださ
い。

［部門ごとの監視対象 ID］レ
ポート

各部門について、問題があるアイテム (レビューアが［問題あり］
とマーク付けしたアイテム) の概略。

p.66 の 「［部門ごとの問題があるアイテム］レポート」 を参照して
ください。

［部門ごとの問題があるアイテ

ム］レポート

各部門について、所有者、監視対象従業員、部門レビューア、

エスカレーションレビューア、コンプライアンススーパーバイザ。

p.66 の 「［部門ごとの担当］レポート」 を参照してください。

［部門ごとの担当］レポート

各レビューアについて、そのレビューアがアイテムをレビューする

部門、およびその部門の他のレビューア。

p.67 の 「［レビューアごとの担当］レポート」 を参照してください。

［レビューアごとの担当］レポー

ト

選択したレポート期間に Compliance Accelerator がキャプチャ
した各種類のアイテムの合計数。

p.67 の 「［部門ごとのレビューアクティビティの概略］レポート」 を
参照してください。

［部門ごとのレビューアクティビ

ティの概略］レポート
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表示内容レポート名

各部門について、エスカレーション済み、問題あり、レビュー済

み、未レビューのアイテム数など、レビューセットのアイテムの状

態。

p.68 の 「［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポート」 を参
照してください。

［部門ごとのレビューアのアク

ティビティ］レポート

各部門について、各レビューアのレビューセットのアイテムの状

態。

p.68 の 「［レビューアのアクティビティの詳細］レポート」 を参照
してください。

［レビューアのアクティビティの

詳細］レポート

レビューアがレビューを行う各部門のレビューの必要条件および

監視対象従業員。

p.69 の 「［レビューアのマップ］レポート」 を参照してください。

［レビューアのマップ］レポート

部門レビューアが割り当てられていない部門。

p.70 の 「［未レビューの部門］レポート」 を参照してください。

［未レビューの部門］レポート

コンプライアンススーパーバイザが割り当てられていない部門。

p.70 の 「［未管理の部門］レポート」 を参照してください。

［未管理の部門］レポート

［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポート
［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポートには、各コンプライアンススーパーバイ

ザが担当する部門が一覧表示されます。レポートには、これらの各部門のレビューアも一

覧表示されます。

このレポートは、選択した各コンプライアンススーパーバイザに次の情報を提供します。

表 6-2 ［コンプライアンススーパーバイザの担当］レポートのフィールド

表示内容フィールド

ユーザーがコンプライアンススーパーバイザである部門。部門

各部門のレビューア。レビューア

必要に応じて、各レビューアが代行となる主レビューア。この代理として

［部門ロールの詳細］レポート
選択した各部門について、［部門ロールの詳細］レポートはレビュー設定とロールの割り

当てに関する情報を提供します。

60第 6 章 レポートの作成と表示
利用可能な Compliance Accelerator のレポート



このレポートは、選択した各部門について次の情報を提供します。

表 6-3 ［部門ロールの詳細］レポートのフィールド

表示内容フィールド

部門の設定

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類

キャプチャされ、レビューセットに追加される各従業員のアイテム

の割合。

レビューの必要条件

キャプチャしてレビューセットに追加する各従業員のアイテム数

に制限を設定したかどうか。

メッセージの上限

部門内のすべての従業員の監視を有効にしているか、無効にし

ているか (監視)、レビューセットの合計アイテム数に制限を設定
しているかどうか (上限設定)、およびレビューセットのアイテム数
を制限している場合はその制限値 ([メッセージの総数の上限])。

すべてのメッセージの種類につ

いて

この部門のロールが割り当てられているユーザー/グループ

部門のロールを担当するユーザーまたはグループ。ユーザー/グループ

ユーザーまたはグループが担当するロール。ロール

ユーザーがロールをどのように取得したか。 明示的な割り当て、
親部門からの継承、またはグループのメンバー所属。

ロールの割り当ての詳細

［部門ロールの概略］レポート
選択した各部門について、［部門ロールの概略］レポートはレビュー設定の概略を提供し

ます。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。
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表 6-4 ［部門ロールの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類

キャプチャされ、レビューセットに追加される各従業員のアイテム

の割合。

レビューの必要条件

キャプチャしてレビューセットに追加する各従業員のアイテム数

に制限を設定したかどうか。

メッセージの上限

部門内のすべての従業員の監視を有効にしているか、無効にし

ているか (監視)、レビューセットの合計アイテム数に制限を設定
しているかどうか (上限設定)、およびレビューセットのアイテム数
を制限している場合はその制限値 ([メッセージの総数の上限])。

すべてのメッセージの種類につ

いて

［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポート
選択したサンプリング期間について、［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポートは、

選択した部門の監視対象従業員のサンプリングアクティビティの概略を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-5 ［部門ごとの差分サンプリングの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

監視対象従業員の名前。監視対象従業員

監視対象従業員が送受信したアイテムの合計数。メッセージの総数

ポリシー管理ソフトウェアが「含める」にタグ付けしたレビューセッ

ト内のアイテムの数と割合。

ポリシーサンプリング

保証されたサンプル検索がサンプリングしたアイテムの数と割合。検索サンプリング

Compliance Accelerator がランダムにサンプリングしたアイテム
の数と割合。

ランダムサンプリング
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表示内容フィールド

サンプリングされたアイテムの合計数と割合。サンプリングの合計

［ユーザーごとの実効ロール］レポート
［ユーザーごとの実効ロール］レポートは、選択したユーザーにロールが割り当てられて

いるすべての部門および割り当てられているロールの一覧を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-6 ［ユーザーごとの実効ロール］レポートのフィールド

表示内容フィールド

ユーザーがロールを割り当てられている部門の名前。部門

ユーザーが担当する部門のロール。ロール

ユーザーがロールをどのように取得したか。明示的な割り当て、

親部門からの継承、またはグループのメンバー所属。

詳細

［部門/従業員ごとの message type レビューの証拠］レポート
選択した部門または従業員について、［レビューの証拠］レポートは、必要な数と割合の

選択された種類のアイテムがキャプチャされ、レビューされたという証拠を提供します。こ

れらのレポートはランダムにサンプリングされたアイテムのみを含んでいます。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-7 ［部門/従業員ごとのレビューの証拠］レポートのフィールド

表示内容フィールド

監視対象従業員の名前。監視対象従業員

監視対象従業員が送受信した、指定した種類のアイテムの合計

数。

メッセージの総数

Compliance Acceleratorで収集された従業員のアイテムの数と
割合。

キャプチャ済み

未レビューアイテムの数。未レビュー

保留中の状態であるアイテムの数。保留

問題ありの状態であるアイテムの数。問題あり

レビュー済みの状態であるアイテムの数。レビュー済み
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表示内容フィールド

レビュー済みのアイテムの割合。レビュー割合

［部門ごとのアイテムの経過時間］レポート
選択した部門について、［部門ごとのアイテムの経過時間］レポートは、未レビューまたは

レビュー保留のいずれかであるアイテムの数を示します。このレポートは、各アイテムが最

初にキャプチャされてからレビューを待機した期間も示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-8 ［アイテムの経過時間］レポートのフィールド

表示内容フィールド

未レビューまたはレビュー保留のいずれかであるアイテムを含ん

でいる部門の名前。

合計 - 部門名

30 日間の各期間について、最初にキャプチャされたときから未
レビューまたはレビュー保留のいずれかであるアイテムの数。合

計には、90 日以上未レビューまたはレビュー保留であったアイ
テムは含まれていません。

キャプチャ経過時間の範囲内

にあるメッセージの数

［メッセージの統計の概略］レポート
選択した各部門および例外従業員について、［メッセージの統計の概略］レポートは、サ

ンプリングされたアイテムの合計数とアイテムの種類ごとの詳細を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-9 ［メッセージの統計の概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator での部門の名前。 レビューセットのサ
ンプリングされたアイテムのリストを表示する部門名をクリックしま

す。

部門名
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表示内容フィールド

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類 (Exchange
内部など)

すべての種類のサンプリングされたアイテムの合計数。サンプリングの合計

［メッセージの概略］レポート
［メッセージの概略］レポートは、各部門でレビュー用に Compliance Accelerator でキャ
プチャしたアイテムの数と、種類ごとの詳細に関する情報を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-10 ［メッセージの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

アイテムの数を示す部門の名前。部門名をクリックすると、レビュー

セット内のアイテムの詳細情報が表示されます。

部門: 部門名

Compliance Accelerator がレビューのためにキャプチャしたア
イテムの種類と数。アイテムの種類またはアイテムの数をクリック

すると、該当するアイテムの一覧が表示されます。

メッセージの種類/メッセージ

［部門ごとの監視対象 ID］レポート
各監視対象従業員について、［部門ごとの監視対象 ID］レポートは、レビューのために
キャプチャされたアイテムの数を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-11 ［監視対象 ID］レポートのフィールド

表示内容フィールド

わかっている場合は、従業員の社内 ID。企業 ID
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表示内容フィールド

Compliance Accelerator がレビューのためにキャプチャした従
業員のアイテムの合計数。合計には、ランダムにサンプリングさ

れたアイテム、ポリシーでキャプチャされたアイテム、保証された

サンプル検索でキャプチャされたアイテムが含まれます。

合計

従業員のレビュー待ちのアイテムの数。未レビュー

従業員のレビュー済みのアイテムの数。レビュー済み

［部門ごとの問題があるアイテム］レポート
各部門について、［部門ごとの問題があるアイテム］レポートは、問題があるアイテム (レ
ビューアが［問題あり］とマーク付けしたアイテム) の概略を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-12 ［問題があるアイテム］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator がアイテムに割り当てた識別番号。アイテム ID

アイテムが送信された日時。送信日

Compliance Accelerator レビューアがアイテムに追加した最後
のコメント。

コメント

アイテムを送信した人。送信者

アイテムの受信者。Compliance Accelerator は、可能であれば
受信者すべてをリストしますが、受信者の数が多いときにはリスト

が切り捨てられる場合があります。

受信者

［部門ごとの担当］レポート
各部門について、［部門ごとの担当］レポートは、所有者、監視対象従業員、部門レビュー

アなどを一覧表示します。レビューアのいない部門は「(未レビュー)」として表示されます。
代行レビューアについては［reviewer_name の代理として］というタグが表示されます。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。
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表 6-13 ［部門ごとの担当］レポートのフィールド

表示内容フィールド

部門の所有者 (通常、Compliance Accelerator のメインシステ
ム管理者)。

所有者

Compliance Accelerator が監視している部門の従業員。監視対象従業員

部門でレビューとアイテムのマーク付けを実行できる Compliance
Accelerator ユーザー。

部門レビューア

部門レビューアがさらに評価するためにアイテムをエスカレーショ

ンできる Compliance Accelerator のユーザー。
エスカレーションレビューア

部門レビューアの作業を評価し、部門の例外従業員を管理でき

る Compliance Accelerator ユーザー。
コンプライアンススーパーバイ

ザ

［レビューアごとの担当］レポート
各 Compliance Accelerator レビューアについて、［レビューアごとの担当］レポートは、
レビューアがアイテムをレビューできる部門、およびその部門の他のレビューアを一覧表

示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-14 ［レビューアごとの担当］レポートのフィールド

表示内容フィールド

ユーザーがレビューアのロールを割り当てられている部門。部門

部門の他のレビューアの名前。追加のレビューア

必要に応じて、各レビューアが代行として作業している主レビュー

アまたはスーパーバイザ。

この代理として

［部門ごとのレビューアクティビティの概略］レポート
［部門ごとのレビューアクティビティの概略］レポートは、選択したレポート期間に

Compliance Accelerator がキャプチャした各種類のアイテムの合計数を示します。また、
このレポートはこれらのアイテムのレビューの状態も示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。
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表 6-15 ［レビューアクティビティの概略］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator がレポート期間内にキャプチャした、
指定された種類のアイテムの合計数。

Total

未レビューアイテムの数。未レビュー

レビューアが［レビュー済み (関連あり)］のマークを付けたアイテ
ムの数。

Reviewed (関連あり)

レビューアが［保留］としてマーク付けしたアイテムの数。Pending

レビューアが［問題あり］としてマーク付けしたアイテムの数。Questioned

［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポート
各部門について、［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポートは、エスカレーション

済み、問題あり、レビュー済み、未レビューのアイテム数など、レビューセットのアイテムの

状態を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-16 ［部門ごとのレビューアのアクティビティ］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator がレビューのためにキャプチャしたア
イテムの状態と数。アイテムの状態またはアイテムの数をクリック

すると、該当するアイテムの一覧が表示されます。

レビュー状態/メッセージ

［レビューアのアクティビティの詳細］レポート
各部門について、［レビューアのアクティビティの詳細］レポートは、各レビューアのレビュー

セットのアイテムの状態を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-17 ［レビューアのアクティビティの詳細］レポートのフィールド

表示内容フィールド

レビューアの名前。またはレビュー待ちのアイテムの場合は「レ

ビューアなし」。

レビューア
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表示内容フィールド

マーク付けの状態（［問題あり］、［関連ありとレビュー済み］、［関

連なしとレビュー済み］）とエスカレーションの状態（［エスカレー

ション済み］）。

メッセージの状態

指定した状態のアイテムの数、およびこのレビューアがマーク付

けまたはエスカレーションしたアイテムの合計数。

メッセージ

必要に応じて、各レビューアが代行として作業している主レビュー

アまたはスーパーバイザ。

委任の詳細

すべての部門レビューアがマーク付けしたレビューセットのアイテ

ムの合計数。

マーク付けアクティビティの合

計: 部門名

すべての部門レビューアが、さらに評価するために上位の権限

を持つレビューアにエスカレーションしたレビューセットのアイテ

ムの合計数。

エスカレーションアクティビティ

の合計: 部門名

［レビューアのマップ］レポート
［レビューアのマップ］レポートは、レビューアがレビューを行う各部門のレビューの必要

条件および監視対象従業員を示します。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-18 ［レビューアのマップ］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator が部門レビューセットに追加することが
あるアイテムの種類。 Exchange、Fax、Domino、SMTP の場合
は、レポートには 3 つのアイテムの種類が表示されます。

■ 内部: 作成者とすべての受信者が組織内部の人間であるア
イテム。

■ 外部インバウンド: 作成者が組織外部の人間で、受信者のう
ち少なくとも 1 人が組織内部の人間であるアイテム。

■ 外部アウトバウンド: 作成者が組織内部の人間で、受信者の
うち少なくとも 1 人が組織外部の人間であるアイテム。

メッセージの種類

キャプチャされ、レビューセットに追加される各従業員のアイテム

の割合。

レビューの必要条件

キャプチャしてレビューセットに追加する各従業員のアイテム数

に制限を設定したかどうか。

メッセージの上限
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表示内容フィールド

部門内のすべての従業員の監視を有効にしているか、無効にし

ているか (監視)、レビューセットの合計アイテム数に制限を設定
しているかどうか (上限設定)、およびレビューセットのアイテム数
を制限している場合はその制限値 ([メッセージの総数の上限])。

すべてのメッセージの種類につ

いて

各監視対象従業員について、キャプチャされ、レビューセットに

追加される従業員のアイテムの割合。レポートのこの領域には、

次の情報も表示されます。

■ 必要に応じて、従業員に割り当てた例外レビューアの名前。

■ 従業員の監視が中断されたかどうか。Compliance
Accelerator は、従業員の監視を一時的に停止したとしても、
中断された従業員はまだ追加した部署に属していると見なし

ます。

■ 従業員を含む部門に適用している上限から従業員が除外さ

れるかどうか。

部門名の監視対象従業員

［未レビューの部門］レポート
［未レビューの部門］レポートは、部門レビューアが割り当てられていない部門を一覧表

示します。一覧表示されるのはユーザーがレポート表示権限を持っている部門のみです。

このレポートは次のフィールドを含んでいます。

表 6-19 ［未レビューの部門］レポートのフィールド

表示内容フィールド

Compliance Accelerator での部門の名前。レビューセットのサ
ンプリングされたアイテムのリストを表示する部門名をクリックしま

す。

部門名

部門の所有者 (通常、Compliance Accelerator のメインシステ
ム管理者)。

所有者

［未管理の部門］レポート
［未管理の部門］レポートは、コンプライアンススーパーバイザが割り当てられていない部

門を一覧表示します。一覧表示されるのはユーザーがレポート表示権限を持っている部

門のみです。
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既存のレポートの表示
Compliance Accelerator は レポートの内容を表示し、印刷し、Excel、Acrobat (PDF)、
XML、カンマ区切り値 (CSV) のような形式でエクスポートすることを容易にします。 レポー
トは、その作成時点におけるデータのスナップショットです。 レポートを後で表示してもレ
ポート内のデータは更新されないので、最新のデータを表示する場合は新しいレポート

を作成する必要があります。

既存のレポートを表示するには、レポート表示権限が必要です。デフォルトで、部門ロー

ルのほとんどのユーザーにこの権限があります。

既存のレポートを表示するには

1 Compliance Accelerator クライアントの［レポート］タブをクリックします。

2 中央のペインで、表示するレポートをクリックします。Compliance Accelerator は右
側にある［詳細］タブで選択したレポートの情報を提供します。

左ペインのオプションを選択することによって、レポートのリストをフィルタ処理できま

す。代わりに、中央のペインの先頭の［レポートの検索］フィールドで、レポートの名

前や説明で検索するキーワードを入力します。

3 レポートの内容を表示するために［プレビュー］タブをクリックします。

4 次の 1 つ以上の操作をします。

■ レポート内で、特定のページに移動するか、特定の語を見つけるか、または拡大

のレベルを調整するには、プレビューペインの先頭でナビゲーションコントロー

ルをクリックします。

■ レポートをエクスポートするには、対象となる形式を選択し、［エクスポート］をク

リックします。Compliance Accelerator はレポートファイルのための場所を選択
するためにプロンプトを表示します。

■ レポートのコンテンツを更新するには、［更新］をクリックします。

■ レポートを印刷するには、［印刷］をクリックし、次に印刷のオプションを選択しま

す。

レポートの削除
レポートが不要になった場合、そのレポートを Compliance Accelerator から削除できま
す。

レポートを削除するには、レポート表示権限が必要です。デフォルトで、部門ロールのほ

とんどのユーザーにこの権限があります。

注意: 誤って削除したレポートをリカバリできません。
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レポートを削除する方法

1 Compliance Accelerator クライアントの［レポート］タブをクリックします。

2 左ペインで、削除するレポートをクリックします。

3 ウィンドウの左上で［レポートの削除］をクリックします。

4 ［はい］をクリックして、レポートを削除することを確定します。

OData Web サービスを使った Compliance
Accelerator データセットの表示について

Compliance Accelerator クライアントでレポートを作成したり表示したりするだけでなく、
OData (Open Data) Web サービスで Compliance Accelerator の設定情報やカスタ
マーデータベースを開示できます。必要に応じて、OData と互換性のあるレポートツー
ルでこの情報を使ってレポートを作成できます。 このようなレポートツールには
Excel/PowerQuery や SSRS（Microsoft SQL Server Reporting Services）などがあり
ます。

この機能について詳しくは、『Best Practices for Enhanced Accelerator Reporting』の
ホワイトペーパーを参照してください。

利用可能な Compliance Accelerator データセット
表 6-20 には、OData Web サービスを使って表示できる Compliance Accelerator デー
タセットが示されています。

表 6-20 利用可能な Compliance Accelerator データセット

表示内容データセット

レビューアが 1 つ以上の部署のアイテムで実行した処理の
履歴。

ActionStatusDetail

Compliance Accelerator が部署の詳細、ユーザーサー
バーロール、検索結果などを格納する SQL Server データ
ベースに関する情報。

Customers

指定したカスタマーと関連付けられた 1 つ以上の部署の情
報。

Departments

選択した部署の監視対象従業員のサンプリングアクティビ

ティ。

DifferentialSampling
SummaryByDepartment

特定のアイテムのエスカレーション履歴。EscalationHistory
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表示内容データセット

Enterprise Vault によって Compliance Accelerator に送
信済みの保証されたサンプリング統計データに関する情

報。

GuaranteedSamplingSummary

未レビューまたはレビュー保留のいずれかであるアイテム

の数。

ItemAgingByDepartment

疑わしいアイテム（レビューアが［問題あり］とマーク付けした

アイテム）の概略。

QuestionedItems
ByDepartment

選択したレポート期間に Compliance Accelerator がキャ
プチャした各種類のアイテムの合計数。 また、このレポート
はこれらのアイテムのレビューの状態も示します。

ReviewActivitySummary

エスカレーション済み、問題あり、レビュー済み、未レビュー

のアイテム数など、レビューセットのアイテムの状態。

ReviewerActivity
ByDepartment

状態、方向、メッセージの種類、作成者などのレビューセッ

トアイテムの詳細。

ReviewerActivityBy
DepartmentDetailed

各レビューアのレビューセットアイテムの状態とレビューアに

関する情報。

ReviewerActivityByReviewer

1 つ以上の部署における各レビューアのレビューセットアイ
テムの状態。

ReviewerActivityDetail

レビューセットを操作したレビューアの情報と各メッセージの

詳細。

ReviewerActivityItemDetailed

指定した部署のレビューセットのアイテムにレビューアが割

り当てたメモの情報。

ReviewerNotes

Enterprise Vault によって Compliance Accelerator に送
信されたサンプリング統計データに関する情報。

SamplingSummary

Enterprise Vault によって Compliance Accelerator に送
信された統計サンプリングデータに関する情報。

StatisticalSamplingSummary
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Compliance Accelerator データベースへのアクセス
Web ブラウザのアドレスバーに以下のアドレスをタイプするとデータセットにアクセスでき
ます。 いずれの場合も、server_name は Compliance Accelerator サーバーソフトウェ
アをインストールしたサーバーの名前です。

■ 利用可能なすべてのデータセットの一覧にアクセスするには、次のようにタイプしま

す。

http://server_name/CAReporting/OData

■ 各データセットに含まれるすべてのフィールドと利用可能なすべてのデータセットの

一覧にアクセスするには、次のようにタイプします。

http://server_name/CAReporting/OData/$metadata

■ 特定のデータセットにアクセスするには、次のようにタイプします。

http://server_name/CAReporting/OData/dataset_name

Microsoft Excel での OData サービスの使用
以下の指示は Microsoft Excel 2010 と 2013 を対象としています。 Microsoft Power
Query for Excel アドインがインストールされていることを確認してください。 このアドイン
は Microsoft 社の Web サイトの次のページからダウンロードできます。

https://www.microsoft.com/download/details.aspx?id=39379

Microsoft Excel で OData サービスを使うには

1 Microsoft Excel を開きます。

2 新しい空白のワークブックを作成します。

3 ［Power クエリー］タブで、［外部データを入手］ グループの［他のソースから］をクリッ
クして、［OData データフィード］をクリックします。

4 ［OData フィード］ダイアログボックスページの［URL］ボックスで、次のようにデータ
フィードの Web サイトアドレスを指定します。

http://server_name/CAReporting/OData/dataset_name(parameter=value)

次に例を示します。

http://ca.mycompany.com/CAReporting/OData/ActionStatusDetail
(customerID=2,departmentID=8,itemID=32)

メモ: データセットを表示するために必要な必須パラメータを指定する場合は注意し
てください。 Customers データセットを除いて、すべてのデータセットに必須パラ
メータがあります。 これらについては、各データセットのオンラインヘルプを参照して
ください。
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5 資格情報を求められたら、入力してログインします。 クエリーエディタが開きます。

6 クエリーエディタで、データセットで利用できるレコードを表示します。 必要に応じて
クエリーを編集します。

7 ［クローズとロード］をクリックして、Excel のデータセット情報を表形式でインポートし
ます。

Microsoft SQL Server Reporting Services （SSRS）での OData サー
ビスの使用

以下の指示は SSRS (Microsoft SQL Server Reporting Services) を対象としていま
す。

Microsoft SQL Server Reporting Services （SSRS）で OData サービスを使う方法

1 レポートビルダを開きます。

2 XML 接続タイプとして新規データソースを追加します。

3 ［接続文字列］ボックスに、次のようにデータフィードの URL を指定します。

http://server_name/CAReporting/OData/dataset_name(parameter=value)
?$format=application/atom+xml

次に例を示します。

http://ca.mycompany.com/CAReporting/OData/Customers(customerID=1)
?$format=application/atom+xml

4 資格情報を入力して、データソースに接続します。

5 ［OK］をクリックします。

6 上記のデータソースを使ってデータセットを追加します。

7 ［レポートに埋め込まれたデータセットを使う］を選択します。

8 リストからデータセットを選択します。

9 クエリーを次のように設定します。

<Query>

<ElementPath IgnoreNamespaces="true">

feed{}/entry{}/content{}/properties

</ElementPath>

</Query>

10 ［フィールドの更新］をクリックします。

11 SSRS レポートのレポートデータとして新規データセットを使います。
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OData エラーのトラブルシューティング
表 6-21 では、Compliance Accelerator データセットにアクセスしたときに表示されるエ
ラーと該当する HTTP エラー状態コードについて説明します。

表 6-21 エラーメッセージと HTTP コード

説明メッセージテキストHTTP コード

アクセスしたいデータセットには情報があり

ません。

このデータセットのコンテンツは

利用できません。

204

OData の URL の形式が正しくない可能
性があります。

要求の形式が無効です。400

データセットにアクセスするために必要な

権限がありません。

アクセスが拒否されました。 こ
のデータセットを表示する権限

がありません。

401

指定したデータセットの情報を取り込むと

きに内部エラーが起きました。

データセットの情報を取得する

ときに例外が起きました。

501
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